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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

令
和
3
年
の
新
春
を
迎
え
、
村
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
村
政
全
般
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
2
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
を
願
う
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。
第

1
波
・
第
2
波
に
続
き
第
3
波
が
来

て
お
り
、
全
国
的
に
も
医
療
従
事
者

が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
事
態
が
起

こ
っ
て
お
り
自
衛
隊
に
看
護
師
派
遣

を
要
請
し
て
い
る
自
治
体
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
長
野
県
で
も
連
日
多
く

の
感
染
者
が
出
て
お
り
、
県
知
事
は

警
戒
レ
ベ
ル
を
北
信
圏
域
で
特
別
警

報
レ
ベ
ル
4
に
、
そ
の
ほ
か
の
圏
域

を
警
報
レ
ベ
ル
3
と
し
て
対
策
を
強

化
し
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
全
圏
域
警
報
レ
ベ
ル
3

と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、「
3
つ
の
基
本
」
身
体
的
距

離
の
確
保
・
マ
ス
ク
の
着
用
・
手
指

消
毒
・
密
閉
・
密
集
・
密
接
の
回
避

と
体
温
・
体
調
・
行
動
歴
の
「
3
つ

の
確
認
」
な
ど
感
染
を
防
止
す
る
た

め
の
行
動
を
自
ら
考
え
実
践
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。「
う
つ
ら
な
い
」

「
う
つ
さ
な
い
」
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
2
」
が

52
億
km
の
宇
宙
の
旅
か
ら
凱
旋
し
、

カ
プ
セ
ル
を
地
球
ま
で
22
万
km
の
位

置
で
分
離
に
成
功
し
、
令
和
2
年
12

月
6
日
未
明
、
計
画
ど
お
り
地
球
に

帰
還
し
、
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

の
技
術
力
を
結
集
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
功
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
カ
プ
セ
ル
内
の
物
質
は
地
球

の
生
命
誕
生
の
謎
や
太
陽
系
の
成
立

ち
を
探
る
貴
重
な
手
が
か
り
に
な
る

と
期
待
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
現
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野

高
等
学
校
出
身　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ

ー
ズ　

赤
羽　

由
紘
選
手
が
プ
ロ
野

球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
東
京
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
育
成
枠
2
位
指
名
さ
れ

た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
こ
と
で
す
。

支
配
下
選
手
と
な
り
活
躍
す
る
こ
と

を
願
い
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
、
令
和
3
年
の

新
し
い
年
を
迎
え
、
力
を
入
れ
て
い

く
事
業
の
内
、
5
点
ほ
ど
を
申
し
上

げ
ま
す
。

1
点
目
は
子
ど
も
支
援
関
係
、
2

点
目
は
農
業
関
係
、
3
点
目
は
道
路

関
係
、
4
点
目
は
防
災
対
策
関
係
、

5
点
目
は
水
対
策
関
係
で
す
。

1
点
目
の
子
ど
も
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
筑
北
小
学
校
が
令
和
2

年
4
月
6
日
開
校
し
、
村
立
の
筑
北

小
学
校
と
聖
南
中
学
校
と
な
り
、
教

育
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
保
小
中

の
一
貫
性
を
持
っ
た
教
育
を
緊
密
に
、

連
携
し
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
へ
の
一
人
1
台
の
情
報

端
末
と
通
信
環
境
の
整
備
を
し
、
充

実
を
図
っ
た
ハ
ー
ド
面
を
活
用
す
る

筑
北
村
長　

関 

川
　
芳 

男

令
和
３
年
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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こ
と
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が

深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
福
祉
課
が
中
心
と

な
り
計
画
し
て
い
る
、
筑
北
村
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
機
能
の
設
置

を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
18
歳
ま
で
の
す
べ
て

の
子
ど
も
を
切
れ
目
な
く
継
続
的
に

支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
ま
す
。

2
点
目
の
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

筑
北
村
の
特
産
品
と
し
て
「
は
ぜ
か

け
米
」
は
非
常
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
農
家
の

方
の
申
請
に
よ
り
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
も
引
続
き

交
付
し
、「
は
ぜ
か
け
米
」
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

畑
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令
和
2
年

度
に
引
続
き
「
そ
ば
」
の
栽
培
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

耕
作
面
積
も
毎
年
増
え
て
お
り
、

企
業
等
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

行
政
と
し
て
も
農
地
を
守
っ
て
い
く

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
長
寿

を
目
指
し
、
力
を
入
れ
て
い
る
「
え

ご
ま
」
と
令
和
2
年
度
か
ら
力
を
入

れ
て
い
る
「
き
く
い
も
」
に
つ
い
て

も
、
令
和
3
年
度
、
更
な
る
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

3
点
目
の
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
（
仮
称
）
筑
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
村
分
の
着
手
を
い

た
し
ま
し
た
。
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
に

よ
り
本
線
側
の
入
札
も
2
月
頃
に
行

わ
れ
、
令
和
3
年
度
か
ら
は
工
事
着

手
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。

4
点
目
の
防
災
対
策
関
係
に
つ
き

ま
し
て
は
、
2
年
度
は
防
災
ラ
ジ
オ

の
全
戸
配
布
完
了
、
7
月
の
豪
雨
災

害
の
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
、
各
種
訓
練
・
講

習
会
等
の
実
施
を
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
も
防
災
の
た
め
の
設
備

の
充
実
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
お
け
る
避
難
所
対
応
等
防
災

対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

5
点
目
の
水
対
策
関
係
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
2
年
度
で
は
、
安
定

し
た
水
の
確
保
と
し
て
栃
平
水
源
で

の
新
し
い
水
脈
の
確
保
が
で
き
、
令

和
3
年
度
で
は
、
取
水
の
た
め
の
施

設
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
46
年
に
完
成
し
、
約

半
世
紀
が
た
つ
、
東
条
ダ
ム
の
堆
積

物
の
除
去
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
事

で
水
量
の
確
保
も
で
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
諸
事
業

精
査
す
る
中
で
各
部
署
の
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。結

び
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
3
年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

終
息
す
る
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
の
な
い
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
村
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

た
め
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
な
が

ら
日
々
の
行
政
に
取
組
む
所
存
で
す

の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

１　小学校統合　新筑北小学校開校

２　日本ウエルネス高校出身者からプロ野球選手誕生

３　飲用水新水源確保に着手

村の令和２年三大ニュース
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　令和２年分所得税の確定申告及び令和３年度住民税の申告期間は、２月16日(火)から３月15日(月)
までです。あらかじめ地区ごと日程を決めてありますので、「申告会場および日程について」をご参照いた
だき、お越しください。

～申告会場にお越しの際は、新型コロナウイルス感染症拡大防止にご協力ください。～
◦マスクの着用の徹底、咳エチケットの徹底をお願いいたします。
◦発熱のある場合、体調が優れない場合はお出かけをお控えください。

「夜間受付について」
◦夜間受付（午後からの受付となりますので、ご注意ください。）
　３月10日 (水 )・３月１1日 (木 )　午後１時～午後７時

　住民税は、所得税の確定申告・住民税申告・勤務先または年金保険者から筑北村に提出される支払報
告書等に基づき、村で税額計算し、税額を通知して納税していただいております。税額計算の基になる
情報がない場合は、適正な課税ができません。
　また、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の算定にも、収入（所得）等の情報が必
要ですので、適正な金額計算のためにも申告は大切です。

◆申告が必要な方
◦勤務先での年末調整内容、年金保険者への扶養親族申告書の提出内容で、申告漏れがあった方。（扶
養控除、障害控除等の申告漏れなど）
◦給与収入がある方（パート、アルバイトなどを含む）で、給与以外の収入がある方。
◦２か所以上の事業所から給与等の収入がある方。
◦年の途中で就職、退職した方で年末調整をしていない方。
◦営業収入、農業収入、不動産収入、一時収入等がある方。	
◦収入がなく、誰の扶養にもなっていない方。（※住民税の申告をする必要があります。）

次の申告をされる方は、松本税務署へお願いします。
◦土地・建物の売買の申告　　◦株式等の売買の申告　　◦分離課税の申告
◦過年度の申告（令和元年分以前）　　◦青色申告　　◦住宅借入金等特別控除等に関する申告
◦準確定申告（令和２年・令和３年中に亡くなった方の申告）　　◦損失・繰越損失
◦給与所得者の特定支出控除を受ける申告

■ 申告に必要なもの ■
◦印鑑　　　◦給与 ･年金等の源泉徴収票、報酬等の支払調書など
◦通知カードもしくは、マイナンバーカードと本人確認書類（運転免許証、公的医療保険の被保険
者証など）※扶養控除を受ける時は、被扶養者のマイナンバーも必要です。
◦営業所得、農業所得、不動産所得等の収支内訳書（左記に該当する所得がある方）

（注：必ず作成してお持ちください）
◦各種控除を受けるのに必要な書類（生命保険料等、寄附金控除の証明書等）
◦医療費控除の明細書又はセルフメディケーション税制の明細書 (医療費控除等を受ける場合 )

（注：必ず作成してお持ちください）
◦申告者本人名義の金融機関の通帳
◦税務署から所得税確定申告書等の書類が送付されている場合はその書類
◦その他申告に必要な書類
※用紙等は役場、税務署にあります。また国税庁のホームページよりダウンロードできます。

所得税の確定申告及び村県民税の申告について
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受付時間 「午前」９時～１１時３０分 「午後」1時～３時

■申告書の作成について
国税庁ホームページ（http://www.nta.

go.jp/）の「確定申告書等作成コーナー」
では、画面の案内に従って金額等を入力す
ることにより、24時間いつでも確定申告
書等を作成することができます。作成した
申告書等は、e-Tax（電子申告）を利用し
て提出することができます。また、印刷し
て郵送等により提出することができます。
e-Tax で申告を行うと次のようなメリ

ットがあります。
◦インターネットで申告でき、添付書類の
提出を省略します。

◦還付金をスピーディーに
受け取ることができます。

■松本税務署の申告相談について
＊申告会場　　松本税務署1階
＊時　　間　　午前8時30分〜午後4時
　　　　　　　（土・日曜日、祝日は閉庁日です。）
＊電話番号　　TEL 0263-32-2790
※上記番号にかけると、自動音声案内が流れます。ご用件
の内容に応じて、該当する番号を押してください。
＊還付の方の申告相談については、1月 4日（月）から
申告会場を設けています。

■長野税務署の閉庁日対応について
＊申告会場　　若里市民文化ホール（長野市若里3-22-2）
＊日　　時　　令和3年2月21日（日）
　　　　　　　及び2月28日（日）
　　　　　　　午前9時〜午後4時
＊会場電話番号　　TEL 026-223-2223

月　　　　日 対　象　地　区 会　　場

２月１６日（火） 上安坂

筑北村公民館１階
筑北村坂井5711番地1

２月１７日（水） 中安坂

２月１８日（木） 下安坂

２月１９日（金） 下永井

２月２２日（月） 上永井

２月２４日（水） 青柳・昭和町

坂北総合福祉センター
第一会議室

２月２５日（木） 刈谷沢・別所

２月２６日（金） 竹場・仁熊

３月　１日（月） 中村

３月　２日（火） 東山・向原

３月　３日（水） 河鹿沢・大沢・立川・乱橋

筑北村役場　２階
２０６会議室

※10日と11日は、午後1時〜午後7時

３月　４日（木） 岩戸・竹之下・上手山

３月　５日（金） 田屋・伊切

３月　８日（月） 八木・小仁熊

３月　９日（火） 丸山町・西条・聖南町

３月１０日（水） ※

村内全地区
３月１１日（木） ※

３月１２日（金） 

３月１５日（月）

申告会場および日程について

税務署からのお知らせ
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11
月
1
日
（
日
）
に
一
般
財
団
法
人

消
防
防
災
科
学
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
出

前
講
座
を
実
施
し
、
区
長
、
区
役
員

や
消
防
団
幹
部
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
で
は
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
「
災
害
を
知
る
!
地
域
を
知

る
!
人
を
知
る
!
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

災
害
図
上
訓
練
D
I
G
（
デ
ィ
グ
・
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
地
図
へ

書
き
込
み
を
行
う
学
習
）
を
取
り
組

み
ま
し
た
。

地
域
の
情
報
、
過
去
の
災
害
や
土

砂
災
害
の
危
険
区
域
等
を
共
有
し
、

地
域
や
家
庭
等
で
備
え
て
お
く
こ
と
、

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

○
平
時
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
へ
の
接

続
と
乾
電
池
（
単
三
・
4
本
）

の
両
方
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
乾
電
池
だ
け
で
使
用
し
た
場

合
、
待
ち
受
け
で
約
60
時
間
、

連
続
使
用
約
9
時
間
で
電
池

が
切
れ
ま
す
。（
電
池
切
れ

時
間
は
乾
電
池
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。）

○
災
害
に
備
え
、
予
備
の
乾
電
池

の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
1
年
に
1
回
は
新
品
の
乾
電
池

に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
電

池
は
ア
ル
カ
リ
乾
電
池
を
推
奨

し
ま
す
。

○
防
災
ラ
ジ
オ
に
防
水
機
能
は
あ

り
ま
せ
ん
。水
を
か
け
た
り
、濡

れ
た
手
で
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
試
験
放
送

毎
月
10
日
、
25
日
の
昼
12
時

35
分
頃
か
ら
、
緊
急
割
込
み
放

送
の
試
験
を
最
大
音
量
で
放
送

し
ま
す
。
災
害
等
の
大
切
な
お

知
ら
せ
を
確
実
に
行
う
た
め
の

試
験
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

℡
66
︱

2
1
1
1

講
師
か
ら
は
、「
『
地
域
力
=
防
災

力
』
で
あ
り
、
地
域
の
日
頃
か
ら
の
備

え
が
重
要
。
地
域
力
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
」
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

参
加
し
た
区
長
か
ら
は
「
区
の
強

み
は
地
域
住
民
の
絆
の
強
さ
。
そ
れ

を
活
か
し
て
防
災
力
を
高
め
た
い
。
」

と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

村
で
は
、
各
自
主
防
災
組
織
等
を

対
象
と
し
た
出
前
防
災
講
座
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

長
野
県
、
麻
績
消
防
署
や
砂
防
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
か
ら
講
師
を
招
い

て
、
防
災
講
演
や
各
種
防
災
訓
練
等

を
行
う
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
総
務

課
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

℡
66
︱

2
1
1
1

○停電・断線や電線にかかる倒木を発見した場合
中部電力　℡0120-985-232（24時間年中無休）
※断線の場合は、近くの電柱の電柱番号もあわせて通報してください。

○NTT電話の不通（故障）場合
局番なしの℡113　携帯電話からは℡0120-444-113（24時間年中無休）

○ケーブルテレビが映らない、インターネットが接続できない、ケーブルプラス電話の不通の場合
テレビ松本ケーブルビジョン　℡0120-40-1008（9時から17時）

○防災ラジオの定時放送・緊急割込み放送が聴取できない場合
あづみ野エフエム放送　ヘルプデスク　℡62-0208（平日9時から17時）

停電または電話（NTT、ケーブルプラス電話）等の不通でお困り場合は以下にお問い合わせをお願いします

市
町
村
防
災
力
強
化
出
前

講
座
を
開
催
し
ま
し
た

防
災
ラ
ジ
オ
の
お
願
い
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令
和
2
年
12
月
6
日
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
同
年
12
月
7
日
か
ら
改
た

め
て
3
名
（
定
数
）
の
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
】

・
山
本
正
昭
さ
ん
（
再
任
）

・
鎌
田
篤
さ
ん
（
再
任
）

・
嶋
田
緑
さ
ん
（
新
任
）

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
と
は
】

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関

す
る
不
服
を
審
査
決
定
す
る
た
め
に

村
長
か
ら
独
立
し
た
中
立
的
な
機
関

と
し
て
、
必
ず
設
置
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
委
員
会
で
す
。
委
員
は
、
議

会
の
同
意
を
得
た
上
で
村
長
が
選
任

し
、
3
年
の
任
期
で
職
務
に
あ
た
り

ま
す
。

令
和
2
年
11
月
9
日
を
も
っ
て
、

坂
井
地
区
の
宮
坂
忠
昭
さ
ん
が
任
期

満
了
に
よ
り
保
護
司
を
退
任
さ
れ
、

同
年
11
月
10
日
よ
り
坂
井
地
区
の
宮

下
正
一
さ
ん
が
新
た
な
委
員
と
し
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
保
護
司
と
は
】

保
護
司
は
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を

受
け
た
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す

が
、
給
料
や
報
酬
が
発
生
し
な
い
た

め
、
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
な
仕
事
は
保
護
観
察
処
分
と
な

っ
た
犯
罪
者
や
非
行
少
年
の
立
ち
直

り
を
見
守
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復

帰
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
ほ
か
、
保

護
観
察
官
と
連
携
し
な
が
ら
犯
罪
者

や
非
行
少
年
ら
を
指
導
、
援
助
、
ま

た
地
域
社
会
の
防
犯
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
筑
北
村
の
保
護
司
】

・
山
崎　

洋
文
さ
ん

・
岩
淵　

俊
夫
さ
ん

・
宮
澤
か
ず
子
さ
ん

・
宮
下　

正
一
さ
ん

1
月
10
日
（
日
）
に
筑
北
村
消
防

団
出
初
式
が
役
場
駐
車
場
に
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
対
策
と
し
て
、
観
閲
式
（
分

列
行
進
）
を
中
止
す
る
等
、
内
容
を
一

部
変
更
し
、
屋
外
に
て
参
加
人
数
を

減
ら
し
式
典
の
み
実
施
し
ま
し
た
が
、

今
年
1
年
の
無
火
災
、
無
災
害
が
期

待
で
き
る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
団
員
数
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
消
防
協
会
長

勤
続
章	

4
名

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章	

2
名

努
力
章	

2
名

精
績
章	

2
名

技
術
章	

1
名

精
勤
章	

9
名

永
年
勤
続
功
労
章	

11
名

松
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章	

10
名

功
労
章	

3
名

精
績
章	

4
名

精
勤
章	

9
名

退
職
者
感
謝
状	

6
名

筑
北
村
長
表
彰

功
労
章	

4
名

勤
続
章	

6
名

退
職
者
感
謝
状	

7
名

近
年
は
火
災
だ
け
で
は
な
く
、台
風
、

大
雨
、
大
雪
等
の
自
然
災
害
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
消
防
団
で
は
、
1
月
か

ら
3
月
ま
で
を
新
入
団
員
加
入
促
進

期
間
と
し
、
男
女
を
問
わ
ず
新
入
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
員

が
お
宅
を
訪
問
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
消
防
団

員
又
は
総
務
課
総
務
係
（
電
話

66
-2
1
1
1
）
ま
で
気
軽
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

令
和
3
年

　

筑
北
村
消
防
団
出
初
式

保
護
司
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
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令和２年度　長野自動車道沿線騒音調査等結果について
村では、長野自動車道沿線の騒音や交通量等を把握するため、年 1 回、坂北向原地区と坂井古司地区

の 2 地点において調査を実施しています。
平成 31 年度までは、交通量の増加が見込まれる 4 月末日の連休初日に合わせて調査を実施していま

したが、平常時と比較するため、令和 2 年度においては 9 月8日（火）午前 6 から翌 9 月9日（水）午前
6 時までの調査を行いました。

調査結果につきましては、次のとおりです。

（1）環境基準との比較

調査地点
環境基準騒音レベル

調査騒音レベル

令和元年度 令和2年度

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

坂北（向原地区） 65 60 64 58 61 56

坂井（古司地区） 65 60 60 54 56 57

測定結果
騒音レベルは、走行車両台数、走行スピード、走行車両種別によって異なりますが、昨年度、
本年度ともに騒音レベルは2地点とも環境基準の騒音レベルを下回っていました。

（２）区間内の平均交通量及び平均速度
（単位 : 台・㎞ /h）

区間 平均交通量
（1時間あたり）

平均走行速度
（1台あたり）

安曇野 IC〜麻績 IC区間
昼間 1,297 昼間 85

夜間 411 夜間 82

麻績 IC〜姨捨SA（スマート IC）区間
昼間 1,249 昼間 90

夜間 413 夜間 87

備考
走行速度は、著しく早い車と遅い車を除いた10台を上下線ともに調査し、平均速度を計測
しています。

令
和
2
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
、

坂
北
地
区
の
神
田
林
惠
子
さ
ん
が
任

期
満
了
に
よ
り
人
権
擁
護
委
員
を
退

任
さ
れ
、
令
和
3
年
1
月
1
日
よ
り

坂
北
地
区
の
宮
入
久
美
子
さ
ん
が
新

た
な
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
人
権
擁
護
委
員
と
は
】

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
よ

り
委
嘱
を
受
け
た
非
常
勤
の
国
家
公

務
員
で
す
が
、
給
料
や
報
酬
は
発
生

し
な
い
た
め
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

主
な
仕
事
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

に
基
づ
き
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、

人
権
の
考
え
を
広
め
、
地
域
の
中
で

人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
人
権

を
擁
護
し
て
い
く
活
動
を
し
て
い
ま

す
。人

権
問
題
で
お
困
り
の
時
は
、
人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

【
筑
北
村
の
人
権
擁
護
委
員
】

・
久
保
田
房
男
さ
ん

・
西
澤　

妙
子
さ
ん

・
宮
入
久
美
子
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た

8



松
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
花
の
種
子
、
苗
な
ど
を
児
童
等

が
協
力
し
合
っ
て
育
て
る
こ
と
を
通

じ
て
、
協
力
、
感
謝
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
生
き
た
教
育
と
し
て
学
び
、

生
命
の
尊
さ
を
実
感
す
る
中
で
、
人

権
尊
重
思
想
を
は
ぐ
く
み
、
情
操
を

よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
人
権
の
花
」
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
「
人
権
の
花
」
運
動
は
昭
和

57
年
度
か
ら
全
国
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
令
和
2
年
度
松
本
管
内
で
は
、

麻
績
小
学
校
、
生
坂
小
学
校
の
2
校

が
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

〜
先
生
方
に
よ
る
花
の
育
成
管
理
〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
全
国
に
非
常
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
、
小
学
校
は
3
月
2
日
よ
り

臨
時
休
業
と
な
り
ま
し
た
。

4
月
に
入
り
、
3
日
登
校
で
き
た

も
の
の
再
び
休
業
と
な
り
、
一
方
で

花
は
日
々
成
長
し
て
い
く
た
め
、
4

月
中
旬
、
児
童
の
い
な
い
各
小
学
校

に
花
の
苗
を
届
け
、
教
頭
先
生
を
は

じ
め
担
当
し
て
い
た
だ
く
先
生
方
に

登
校
が
始
ま
る
ま
で
花
を
育
て
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

〜
麻
績
小
学
校
〜

麻
績
小
学
校
で
は
、
4
年
生
〜
6

年
生
の
美
化
委
員
が
プ
ラ
ン
タ
ー
の

管
理
を
行
い
、
3
年
生
が
苗
の
一
部

を
花
壇
に
植
え
替
え
育
て
ま
し
た
。

花
を
枯

ら
さ
な
い

よ
う
当
番

が
毎
朝
水

を
や
り
、

3
年
生

は
毎
日
交

代
で
清
掃

の
時
間
に

花
壇
の
草

取
り
を

行
い
、
協

力
し
合

い
な
が
ら

苦
労
し

て
育
て
た

色
と
り

ど
り
の
綺

麗
な
花

は
、
学
校

訪
問
者

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。児
童

達
も
、
で
き
る
限
り
多
く
の
方
々
に

花
を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
各
種
団
体

や
福
祉
施
設
に
手
紙
を
出
す
と
と
も

に
、
学
校
訪
問
が
困
難
な
福
祉
施
設

等
へ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

映
像
を
配
信
し
た
り
す
る
な
ど
、
工

夫
し
な
が
ら
多
く
の
方
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

〜
生
坂
小
学
校
〜

生
坂
小
学
校
で
は
、
4
年
生
〜
6

年
生
の
環
境
委
員
が
中
心
と
な
り
、

40
名
の
児
童
で
プ
ラ
ン
タ
ー
の
管
理

を
行
い
ま
し
た
。

栽
培
し

た
日
々
草

（
ニ
チ
ニ

チ
ソ
ウ
）

は
放
っ
て

お
い
て
も

育
つ
花
で

す
が
、
剪

定
や
摘
芯

作
業
な

ど
、
手
を
か
け
る
こ
と
で
よ
り
良
い

姿
と
な
る
こ
と
か
ら
、
児
童
達
は
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
花
を
育
て
る
と
と

も
に
、
長
雨
の
影
響
に
よ
る
根
腐
れ

や
、
強
い
日
差
し
で
の
葉
焼
け
を
防

止
す
る
た
め
プ
ラ
ン
タ
ー
を
移
動
さ

せ
、
栽
培
だ
け
で
な
く
管
理
に
も
気

を
配
っ
て
い
ま
し
た
。

大
切
に

育
て
ら
れ

た
花
は
、村

の
社
会
福

祉
施
設
や

公
共
施
設

等
に
届
け

ら
れ
、一
層

の
人
権
尊

重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

〜
「
人
権
の
花
」
運
動
を
通
じ
て
〜

今
回
の
花
運
動
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
先
生
方
よ
り
、「
花
を
育
て
た

こ
と
で
活
き
た
教
材
と
な
り
児
童
達

の
助
け
合
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。」、「
花
を
育
て
る
こ
と
が
心
の

成
長
に
も
つ
な
が
っ
た
。」、「
花
を

育
て
る
こ
と
で
人
と
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。」
な
ど
多
く

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花
運
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

「
人
権
の
花
」
運
動
へ
の

取
り
組
み

9



人当たり最大 円分もらえる！

｢マイナポイント｣は申し込みが必要です
消費の活性化やキャッシュレス決済の普及促進を目的として、マイナンバーカード取得者を対象に、キャッシュ

レス決済で使える「マイナポイント」が付与されます。ポイントの取得には、申し込みが必要です。

マイナポイントの申し込みについて 総務課

10



つくってみよう！

マイナンバーカード
マイナンバーカードは申請して取得できる顔写真付きのプラスチック製のカードです。マイナンバー

の他に、氏名・住所・生年月日・性別が記載され、本人確認の際の身分証明書として利用できます。

マイナンバーカードの交付について 住民福祉課

令和 年 月（予定）から

健康保険証として利用できるようになります！
マイナンバーカードの健康保険証利用について 住民福祉課

医療機関や薬局の受付で
マイナンバーカードを
顔認証付きカードリーダーにかざすだけ！
※医療機関・薬局によって開始時期は異なります。
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令
和
2
年
9
月
発
行
の
「
ホ

ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
ち
く
ほ
く
」
で

ご
報
告
し
た
旧
筑
北
小
学
校
の

後
利
用
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

の
実
施
に
向
け
て
、
11
月
27
日

に
法
人
様
向
け
の
現
地
見
学
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

県
外
か
ら
2
社
、
県
内
9
社

の
併
せ
て
11
社
も
の
法
人
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
施
設
全
体

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
法
人

様
の
業
種
は
多
種
多
様
で
、
映

像
制
作
会
社
、
ド
ロ
ー
ン
活
用

会
社
、
I
C
T
関
連
会
社
、
福

祉
施
設
運
営
法
人
等
魅
力
あ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
経
営
を
さ
れ
て

い
る
方
々
で
し
た
。

参
加
し
た
方
々
か
ら
は
、「
綺

麗
な
校
舎
で
、
こ
の
ま
ま
空
け

て
お
く
に
は
も
っ
た
い
な
い
。」

等
の
あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
頂

戴
し
、
活
用
に
係
る
提
案
に
つ

い
て
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
る
ご

様
子
で
し
た
。

今
後
は
1
月
29
日
ま
で
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
へ
の

参
加
者
を
募
集
し
、
2
月
19
日

に
応
募
者
と
対
話（
活
用
提
案
・

意
見
交
換
等
）
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

ま
た
、
今
回
は
諸
事
情
に
よ

り
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
に

つ
い
て
も
、
今
後
随
時
現
地
見

学
の
ご
相
談
に
は
対
応
し
て
参

り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
へ
は
、
今
年
の

春
〜
夏
頃
に
、
法
人
様
か
ら
ご

提
案
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア

や
、
後
利
用
の
方
向
性
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ご
意

見
を
頂
戴
す
る
説
明
会
を
開
催

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
格
運
用
開
始
を
令
和
5
年

4
月
と
予
定
し
て
い
る
た
め
、

し
ば
ら
く
の
間
校
舎
の
大
部
分

が
空
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
令
和
3
年
4
月

を
目
標
に
、
皆
様
か
ら
相
談
・

申
請
が
あ
れ
ば
、
一
時
的
に
施

設
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
一
時
貸
出
の
検
討
を
し
て

お
り
ま
す
。

取
り
決
め
等
事
務
手
続
き
に

つ
き
ま
し
て
、
検
討
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
が
決
ま
り
次
第
、
皆
様

に
も
広
報
を
通
し
て
お
伝
え
致

し
ま
す
。

筑北村廃校プロジェクト（仮称）通信
 vol.2

現
地
見
学
会
開
催

一
時
貸
出
を
検
討
中
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木造住宅耐震診断
事業について 木造住宅耐震補強事業について

ブロック塀等防災対策促進事業について

除雪に関するお願い 住民の方への塩カル配布について

それぞれの詳しい内容については筑北村建設課（TEL66-2111）までお問い合わせください。

1．事業の内容等
（1）対象となる住宅は筑北村に所

在し、昭和 56 年 5 月 31 日以前
に着工された住宅（1 戸建ての
住宅）で、現に居住している個
人所有の住宅です。

（2）木 造 在 来 工 法（ ツ ー バ イ
フォー・木質プレハブ・丸太組・
非木造は対象外）の住宅です。

※　精密耐震診断は、国・県・村
が費用負担をするため無料で
す。

1．事業の内容等
（1）国道、県道、村道、農道及び法定外公共物（赤線）に面した、ブロック塀等（コンクリー

トブロック造石造、れんが造、その他倒壊・転倒の恐れがある塀の撤去を行う事）
（2）実施する工事費と撤去するブロック塀等の長さ、1m 当り 9,000 円を乗じて得た額のい

ずれか少ない額の 1/2 の額。1 敷地内につき 10 万円を限度とする。

1．事業の内容等
（1）既存木造住宅に対し、村が斡旋した診断士に

よる精密耐震診断の結果、総合評点が 1.0 未満で、
耐震補強工事を行う事ことにより、総合評点が
0.7 以上かつ工事前の総合評点を上回る工事です。

（2）補助の対象となる経費は、耐震補強工事費、
設計費及び補強計画（リフォームは対象外）に要
する費用です。

（3）耐震補張事業に対する助成額
・補助対象経費の 2 分の 1 に相当する額。ただし、

その額が 100 万円を超える場合は、100 万円を
限度とし、その額に 1,000 円未満の端数がある
ときは、これを切り捨てた額とします。

除雪の妨げになりますので、自動車の
路上駐車はしないでください。

除雪は、限られた除雪機により主要道
路から行なうため、地区によっては除雪
が遅くなる場合がありますのでご理解く
ださい。

除雪の実施により、道路の両側にはど
うしても除雪した雪が残ってしまいます。
除雪作業の時間帯によっては、住宅の出
入口や他道路の交差点部分について、皆
さんの除雪作業後に、再度雪を残してい
く場合があります。その際は、お手数でも
残った雪の除雪について、ご理解とご協
力をいただくようお願いいたします。

安全な道路交通を確保するために、道路の
凍結部分や公共施設の駐車場等に散布する場
合、本城地域は役場建設課、坂北、坂井地域
は各支所窓口で塩カルを配布します。（土日祝
日は、坂北支所での配布は行いません。）

塩カルの受け取りは、区長又は常会長とし、
それ以外の場合は必ず区長又は常会長の了承
を得て、一回一人 3 袋までとします。

なお、受け取り時間は、午前 8 時 30 分から
午後 5 時までとします。

また、時期によっては村で管理している塩カ
ルの在庫数が著しく少なくなる場合がありま
す。その際は、一回にお渡しできる数も少なく
なる場合がありますのでご了承ください
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年に１度の健診は受けましたか？
特定健診は、生活習慣病の発症や重症化を予防することを目的として40歳〜74歳の

方を対象に年1回行われています。
今年度まだ健診を受けていない方は、ぜひ受けましょう。

40 歳〜 74 歳の国保加入者の皆様へ

筑北村・麻績村の3医院で個別健診を受けましょう。個別健診は、ご都合の良い日を予
約し、2月28日までに受けましょう。

3医院以外の医療機関で健診を希望される方は、役場までご連絡ください。
人間ドックを受ける方は、人間ドック補助申請と合わせて検査結果を提出してください。
医療機関で定期的に血液検査されている方は、健診を受けたとみなせる場合がありま

すので、保健師までご連絡ください。

40 歳〜 74 歳の被扶養者（ご家族）の皆様へ

加入している医療保険者から健診の指示に従い、人間ドック
または指定の医療機関がある場合はそちらで受けてください。

75 歳以上の後期高齢者保険の皆様へ

人間ドックが受けられます。人間ドック補助申請と合わせて検査結果を提出してください。
また、医療機関で定期的に通院している方は、年に1回は血液検査をしましょう。

〔お問い合わせ先〕住民福祉課　保健福祉係　（TEL 66-2111）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

つ
い
て
は
、
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
前

年
に
医
療
を
受
け
た
全
て
の

被
保
険
者
に
対
し
、
令
和
3

年
1
月
下
旬
及
び
3
月
下
旬

に
、
長
野
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
医
療
費
通

知
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
医
療
費
通
知
は
、
前

年
1
月
か
ら
前
年
10
月
ま
で
の

受
診
分
に
つ
い
て
は
1
月
下
旬
、

前
年
11
月
及
び
12
月
受
診
分
は
、

3
月
下
旬
の
年
2
回
に
分
け
て

送
付
し
ま
す
。
確
定
申
告
の
期

間
中
に
、
医
療
費
控
除
の
申
告

を
さ
れ
る
際
は
、
1
月
下
旬
に

お
送
り
す
る
医
療
費
通
知
と
併

せ
て
、
11
月
及
び
12
月
診
療
分

の
医
療
機
関
等
か
ら
の
領
収
書

を
基
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局
業
務
課
給
付
係

℡
0
2
6
︱
2
2
9
︱
5
3
2
0

■
募
集
職
種　

介
護
職
員

■
選
考
方
法　

面
接
に
よ
り
選
考

■
募
集
期
間　

1
月
6
日
か
ら
2
月
26
日

ま
で

■
選
考
日　

令
和
3
年
2
月
10
日

（
1
月
末
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
方
）
※
2
月

1
日
以
降
に
申
し
込
ん
だ
方
は
随
時
選

考
し
ま
す
。

■
採
用
日　

令
和
3
年
4
月
1
日

■
資
格
要
件
等

・
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、
必
要
な
資

格
等
を
有
す
る
者

・
各
資
格
は
、
令
和
3
年
3
月
末
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人
に
限
り
ま
す
。

・
学
生
は
、令
和
3
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人
に
限
り
ま
す
。（
詳
細
は
本
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
勤
務
場
所　

東
筑
摩
郡
（
麻
績
村
・
山

形
村
）
、
塩
尻
市
、
松
本
市
、
木
曽
郡
に

あ
る
い
ず
れ
か
の
組
合
施
設

■
申
し
込
み
方
法

組
合
各
施
設
お
よ
び
事
務
局
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
桔
梗
荘
内
）
お
よ
び
本

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（U

RL https://
aoihato.com

/

）
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

の
上
、
組
合
事
務
局
又
は
組
合
施
設
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員

を
募
集
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療

費
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
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●
企
画
財
政
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
資
格
取
得
ラ
ー
ー
ッ
シ
ュ
」

「
最
近
ど
う
?
が
ん
ば
っ
て
る
?
」

と
聞
か
れ
て
、「
は
い
、
こ
の
冬
で
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の
免
許
と
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
の
免
許
を
取
得
し
た

ん
で
す
よ
」
と
お
返
し
す
る
と
「
え
。

榎
並
さ
ん
、
ど
こ
目
指
し
て
る
の
?

笑
」
と
、
笑
い
合
う
。
こ
ん
な
日
々

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
気
に
か
け
て

い
た
だ
け
る
事
は
と
て
も
嬉
し
い
、

協
力
隊
任
期
も
残
り
3
ヶ
月
。
全
て

卒
業
後
の
進
路
で
使
う
資
格
で
ご
ざ

い
ま
す
。
あ
と
は
2
月
28
日
に
あ
る

簿
記
試
験
だ
け
!
く
ぅ
ぅ
ぅ
。
12
月

か
ら
毎
週
火
・
木
と
仕
事
終
わ
り
18

時
〜
21
時
で
、
同
期
の
ま
え
さ
こ
君

と
松
本
ま
で
商
工
会
が
開
く
簿
記
講

座
に
通
っ
て
い
ま
す
。
全
16
回
。
仕

事
終
わ
り
冬
の
夜
、
く
ぅ
ぅ
辛
い
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
、
社
会
は
劇
的
に
不
可
逆
的
に

変
化
し
ま
し
た
。
協
力
隊
の
活
動
に

も
大
き
く
影
響
し
、
出
来
な
い
こ
と
、

逆
に
そ
れ
に
よ
っ
て
出
来
る
事
、
見

え
て
く
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
協

力
隊
と
し
て
活
動
で
き
る
残
り
3
ヶ

月
の
時
間
、
精
一
杯
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

榎
並　

真
由
子

「
今
年
も
い
ろ
い
ろ
が
ん
ば
り
ま
す
。」

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
筑
北
村
に
き
て
二

度
目
の
年
越
し
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
様
々
な

こ
と
が
思
い
通
り
に
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
ろ
ん
な
人
が
働
き
方

や
生
活
環
境
が
変
わ
っ
た
一
年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
移
住
相
談
や
空
き

家
の
内
覧
を
希
望
す
る
方
も
増
え
ま

し
た
。
以
前
は
な
か
っ
た
松
本
市
や

安
曇
野
市
な
ど
、
地
方
都
市
か
ら
の

相
談
も
増
え
ま
し
た
。
私
の
知
り
合

い
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
長
野
県
へ
移
住

し
た
人
も
い
ま
す
。
当
た
り
前
だ
っ

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
は
じ
め

は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
が
ち
で
し
た

が
、
村
内
の
人
と
話
し
て
い
く
う
ち

に
前
向
き
に
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

筑
北
村
は
、
観
光
地
と
言
わ
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
ま
り
な
く
、『
何
に
も

な
い
』
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か

し
、
都
会
に
な
い
も
の
が
筑
北
村
に

は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
拾
い
集
め
て
、
筑
北

村
の
魅
力
を
今
年
も
発
信
し
て
い
き

た
い
で
す
。

大
嶽　

美
和
子

●
産
業
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」

い
よ
い
よ
協
力
隊
の
任
期
が
、
残

す
と
こ
ろ
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
お

陰
様
で
、
卒
業
後
の
生
業
は
あ
る
程

度
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
一
つ
の
伐
採
業
も
、
段
々
と
技

術
が
身
に
つ
い
て
き
ま
し
た
。
僕
が

生
業
に
し
て
い
き
た
い
の
は
、
た
だ

木
を
倒
す
だ
け
で
は
な
く
、
ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
技
術
を
活
か
し
た

伐
採
に
な
り
ま
す
。
木
に
ロ
ー
プ
を

か
け
て
、
ハ
ー
ネ
ス
な
ど
の
道
具
を

使
っ
て
木
に
登
っ
て
い
き
、
チ
ェ
ン

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
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ソ
ー
で
枝
を
下
ろ
し
た
り
、
上
の
方

か
ら
幹
を
切
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
伐
採
方
法
は
、
木
を
切
り
た

く
て
も
家
や
お
墓
、
電
線
な
ど
が
あ

っ
て
倒
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う

よ
う
な
状
況
で
行
わ
れ
ま
す
。
筑
北

村
で
は
松
枯
れ
が
広
が
り
、
危
険
な

状
態
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
技
術
を
活
か
し
て
、
そ
の
よ

う
な
木
を
少
し
で
も
多
く
処
理
す
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
危
険
を
伴
う
伐
採
方
法
に
な

る
の
で
、
残
り
の
任
期
で
し
っ
か
り

と
研
修
を
受
け
て
い
き
た
い
で
す
。

市
川　

満
久

「
御
挨
拶
と
抱
負
と
色
々
と
」

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
産
業
課
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
小
山
渡
で
す
。

つ
い
に
私
も
筑
北
村
で
の
初
め
て

の
年
越
し
と
な
り
ま
し
た
!
ま
だ
半

年
程
の
筑
北
生
活
で
す
が
、
い
ず
れ

は
筑
北
村
で
家
庭
を
持
ち
た
い
な
・・

な
ん
て
考
え
て
お
り
ま
す
（
笑
）
そ

の
為
今
年
は
生
涯
の
伴
侶
を
見
つ
け

る
こ
と
を
目
標
に
生
活
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
‼

冬
も
厳
し
く
な
り
益
々
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
坂
井
い
ち
ご
園
で

は
い
ち
ご
が
順
調
に
取
れ
始
め
て
お

り
ま
す
。
い
ち
ご
の
栽
培
は
初
め
て

の
経
験
で
最
初
は
不
安
し
か
無
か
っ

た
け
ど
、
今
期
も
美
味
し
い
い
ち
ご

を
実
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨

年
夏
の
苗
作
り
か
ら
毎
日
手
を
か
け

て
、
実
が
着
い
た
時
の
感
動
は
や
っ

ぱ
り
嬉
し
い
も
の
で
す
ね
。
農
業
の

素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
で
き
た
一
年

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
初
夏

ま
で
収
穫
は
続
き
ま
す
が
、
し
っ
か

り
管
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
山　
　

渡

●
生
涯
学
習
係
の
協
力
隊
よ
り
●

「
筑
北
村
、
ス
ポ
ー
ツ
の
一
コ
マ
」

先
日
、
村
内
の
あ
る
企
画
の
中
で
、

70
〜
80
代
の
方
々
を
対
象
と
し
た
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
教
室
を
行
わ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
館
内
清
掃
ヨ

シ
、
備
品
ヨ
シ
」
私
自
身
の
視
点
で

は
準
備
万
端
で
し
た
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
だ
し
た
時
、
一
人
の

方
が
「
椅
子
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
言
い
な
が
ら
、
会
場
内
に
い
く
つ

か
椅
子
を
並
べ
た
の
で
す
。
し
か
し

な
ぜ
か
、
置
い
た
椅
子
に
は
座
ら
ず
、

準
備
し
て
あ
っ
た
備
品
で
練
習
を
始

め
ま
し
た
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
す
る

と
、
椅
子
を
並
べ
た
方
が
「
〇
〇
さ

ん
、
こ
っ
ち
だ
よ
!
」
と
、
玄
関
に

向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
こ
こ
に

座
り
な
よ
!
〇
〇
さ
ん
、
よ
く
来
た

ね
。」「
あ
あ
、い
つ
も
す
ま
な
い
ね
。」

少
し
足
を
引
き
ず
る
様
に
歩
い
て
入

っ
て
こ
ら
れ
た
方
は
、
嬉
し
そ
う
に

椅
子
に
座
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を

見
て
い
た
私
に
「
〇
〇
さ
ん
は
皆
勤

賞
な
ん
だ
よ
。」
と
、
椅
子
を
用
意
し

た
方
が
笑
い
な
が
ら
話
し
か
け
て
下

さ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
と
は
…
?
準
備
と
は
何

か
…
?
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
と
は
…
?

ま
た
一
つ
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!

内
田　

征
宏

●
観
光
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
ゆ
く
年
く
る
年
」

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

協
力
隊
と
し
て
の
任
期
も
残
り
3

ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
を
一
言
で
い
う
と

【
転
機
】
だ
っ
た
か
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

様
々
な
も
の
が
停
滞
し
ま
し
た
。
農

村
体
験
の
本
年
度
受
入
中
止
か
ら
始

ま
り
、
法
人
設
立
計
画
の
ス
ト
ッ
プ
、
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物
産
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
県
外
営
業

活
動
の
中
止
な
ど
、
物
事
が
思
い
描

い
て
い
た
よ
う
に
は
進
ま
な
か
っ
た

マ
イ
ナ
ス
影
響
。

そ
の
一
方
で
、
家
の
改
修
へ
の
着

手
、
旅
行
会
社
と
の
繋
が
り
形
成
、

旅
行
業
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ガ
イ
ド
の

資
格
取
得
、
広
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

交
付
金
を
使
っ
て
任
意
団
体
の
H
P

制
作
の
計
画
と
、
足
を
止
め
た
こ
と

で
、
来
年
度
の
準
備
に
時
間
を
使
う

こ
と
が
で
き
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

今
の
社
会
の
在
り
方
と
今
後
ど
う

や
っ
て
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
、
世

界
中
の
人
が
模
索
し
て
い
る
中
で
す

が
、【
田
舎
】【
自
然
】
と
い
う
言
葉
が
、

あ
る
種
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
見
直
さ

れ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
り
き
た
り
な
表
現
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
い
い
き
っ
か
け
と
捉
え
て
独
立

後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

前
迫　

裕
介

「
特
産
品
お
ま
か
せ
直
送
便
」

7
月
か
ら
12
月
ま
で
信
州
58
町
村

オ
ン
ラ
イ
ン
収
穫
祭
め
ぐ
り
の
仕
事

に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
収
穫
祭
で
味
わ
え
る

味
覚
を
お
届
け
す
る
べ
く
、
特
産
品

を
通
信
販
売
す
る
試
み
で
し
た
。

ネ
ッ
ト
販
売
は
対
面
販
売
と
は
異

な
り
、
直
接
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
出
来

な
い
の
で
、
興
味
を
惹
く
商
品
写
真

と
再
購
入
し
て
も
ら
う
工
夫
を
心
が

け
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
内
容
の
充

実
さ
は
、
直
売
所
ま
ん
だ
ら
の
庄
さ

ん
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
販
売
し
た
結
果
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も

獲
得
、
数
あ
る
町
村
の
中
で
筑
北
村

セ
ッ
ト
は
人
気
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
に
は
収
穫
祭
大
使
が
来
村
。

村
の
紹
介
動
画
を
撮
影
し
、
販
売
サ

イ
ト
内
で
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
撮
影

に
同
行
し
ま
し
た
が
、「
伝
え
る
」
と

い
う
事
や
村
の
魅
力
を
改
め
て
気
づ

く
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
a
f
t
e
r
コ

ロ
ナ
に
備
え
て
筑
北
村
を
知
っ
て
も

ら
い
、
誘
客
に
繋
が
る
種
ま
き
が
少

し
で
も
出
来
た
な
ら
幸
い
で
す
。

高
越　

美
知
子

落
と
し
物
を
し
た
ら
、
あ
き
ら
め

ず
に
警
察
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

拾
い
物
を
し
た
ら
、
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
・
駐
在
所
へ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

拾
い
物
の
中
に
は
、
記
名
な
ど
、

落
と
さ
れ
た
方
の
情
報
が
な
い
も
の

が
多
く
、
落
と
し
物
の
届
出
が
な
い

限
り
、
落
と
さ
れ
た
方
に
お
返
し
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

大
切
な
持
ち
物
に
は
、
落
と
し
た

時
の
こ
と
を
考
え
て
、
住
所
や
氏
名

な
ど
連
絡
先
の
記
入
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
拾
い
物
を
し
た
時
は
、
落

と
さ
れ
た
方
の
こ
と
を
考
え
て
、
早

め
に
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
交
番
・

駐
在
所
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
・
駐
在

所
へ

【
拾
い
物
情
報
】

長
野
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/

police/otoshim
ono/index

長
野
県
か
ら
お
知
ら
せ

落
と
し
物
・
拾
い
物
を
し
た

時
は
警
察
に
届
出
を
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サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
と
は
街
中
の

カ
フ
ェ
な
ど
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気

で
科
学
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
で
す
。

「
人
と
環
境
の
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

in
信
州
」
で
は
、
当
研
究
所
の
研
究

員
が
、
環
境
や
保
健
衛
生
に
関
す
る

話
題
を
提
供
し
、
参
加
者
の
み
な
さ

ま
と
と
も
に
語
り
合
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
：
令
和
3
年
2
月
26
日

（
金
曜
日
）
18
時
〜
19
時
30
分

会
場
：
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

M
I
D
O
R
I
長
野
3
階
「
り
ん
ご

の
ひ
ろ
ば
」

参
加
費
：
無
料

定
員
：
15
名
（
先
着
順
の
事
前
申
込

み
制
と
し
ま
す
。
申
込
み
方
法
等
は

今
後
【
参
考
】
に
記
載
の
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
等
に
よ
っ
て
、
延
期
や

中
止
等
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
新
情
報
を
【
参
考
】
に
記
載
の

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

長
野
県
環
境
保
全
研
究
所　

企
画

総
務
部

℡
0
2
6
︱

2
2
7
︱

0
3
5
4

【
参
考
】

長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
学
習
交
流
事
業
の
ペ
ー
ジ
）

https://w
w
w
.pref.nagano.

lg.jp/kanken/jisseki/koza/
gakushukoryu/index.htm

l

1
月
1
日
〜
2
月
28
日
「
は
た
ち

の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

ま
す
。

新
た
に
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ

ん
、
若
い
世
代
の
み
な
さ
ん
、
献
血

に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
が

で
き
ず
、
長
い
間
保
存
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
献

血
に
よ
る
血
液
が
必
要
で
す
。
献
血

バ
ス
、
県
内
3
カ
所
（
長
野
・
松
本
・

諏
訪
）
の
献
血
ル
ー
ム
で
献
血
が
で

き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

長
野
県
健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課

℡
0
2
6
︱

2
3
5
︱

7
1
5
7

https://w
w
w
.pref.nagano.

lg.jp/yakuji/kenko/iryo/
iyakuhin/kenketsu.htm

l

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
及
び
松
本
職

業
安
定
協
会
で
は
、
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
等
の
学
生
を
対
象
と
し
た

「
合
同
企
業
説
明
会
」
を
左
記
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

◆
名
称

「
合
同
企
業
説
明
会
i
n
松
本
」

◆
開
催
日
時

令
和
３
年
３
月
10
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で

受
付
時
間

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分
ま
で

◆
場
所

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ　

松
本
市

本
庄
１
︱

２
︱

１

℡
37
︱

0
1
1
1

◆
参
加
対
象
者

令
和
４
年
（
2
0
2
2
年
）
３
月

大
学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校
等

卒
業
見
込
者
等

◆
参
加
予
定
企
業

60
社

※
当
日
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は

参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
マ
ス

ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

著
し
い
感
染
拡
大
な
ど
、
参
加
者

の
健
康
と
安
全
の
確
保
が
困
難
な

場
合
は
開
催
を
中
止
と
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

松
本
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

℡
31
︱

8
6
0
0

◆
日
時

令
和
3
年
2
月
1
日
（
月
）
〜
2

月
26
日
（
金
）
毎
日
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）

人
と
環
境
の
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ 
in 

信
州 

テ
ー
マ「
下
水
の
た
ど
る
道
」

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記

無
料
相
談
月
間「
相
続
登
記

は
お
済
で
す
か
月
間
」

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

大
学
生
等
を
対
象
と
し
た

「
合
同
企
業
説
明
会 

in 

松
本
」
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◆
場
所

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

◆
相
談
料

無
料

◆
予
約

相
談
す
る
司
法
書
士
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
例

・
実
家
が
相
続
登
記
を
せ
ず
に
空
き

家
と
な
っ
て
い
る
。

・
相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
が

い
て
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な
い
。

・
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

・
遺
言
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

・
妻
（
夫
）
に
全
財
産
を
相
続
さ
せ

た
い
が
、
ど
う
す
れ
ば
…
。

・
法
務
局
で
遺
言
書
を
預
か
っ
て
も

ら
え
る
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。

・
私
が
亡
く
な
っ
た
後
も
妻
が
住
め

る
よ
う
に
し
た
い
。　
　
　
　

等

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
司
法
書
士
会

℡
0
2
6
︱

2
3
2
︱

7
4
9
2

松本支部行政書士無料相談会開催のお知らせ

【お問い合わせ先】※事前予約も承りますので、松本支部へご連絡ください。

長野県行政書士会松本支部　℡0263‐33‐7166

〇面接無料相談会を下記日程で開催します。

【相談内容の例】
相続手続（遺産分割協議書作成、相続財産調査等）、遺言手続、贈与手続、成年後見
建設業許可申請、経営状況分析、経営事項審査、入札参加資格申請
農地の転用手続、開発行為許可申請、太陽光発電施設設置に関する許認可
車庫証明、自動車登録、運送業許可申請
外国人の在留関係手続・帰化申請
廃棄物収集運搬・処分業許可申請
料理飲食店営業許可申請、風俗営業許可申請
会社・法人設立手続、議事録作成、賃貸借・売買等各種契約書作成等
著作権登録申請、知的資産経営等

会場名 相談日 会場住所・連絡先

筑北村会場 2 月 13 日（土）
午前 10 時〜午後 3 時

筑北村役場 101・204・205・206会議室
東筑摩郡筑北村西条4195番地（℡0263-66-2111）

安曇野会場 2 月 18 日（木）
午前 10 時〜午後 3 時

安曇野市役所211・212・213・214号室
安曇野市豊科6000番地（℡0263‐71‐2000）

松 本 会 場 2 月 20 日（土）
午前 10 時〜午後 3 時

松本市勤労者福祉センター 3-3会議室
松本市中央四丁目7番26号（℡0263‐35‐6286）

大 北 会 場 2 月 21 日（日）
午前 10 時〜午後 3 時

大町総合福祉センター 第1・第2会議室
大町市大町1129番地（℡0261‐22‐1501）

塩 尻 会 場 2 月 12 日（金）
午前 10 時〜午後 3 時

塩尻市民交流センター（えんぱーく）
301・304・305号室
塩尻市大門一番町12‐2（℡0263‐53‐3350）

木 曽 会 場 2 月 21 日（日）
午前 10 時〜午後 3 時

木曽町文化交流センター 3階和室
木曽郡木曽町福島5129番地（℡0264‐23‐2000）

19



編集　筑北村農業委員会
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

第25号
令和3年1月21日発行

筑北村
農業委員会
だより

謹
ん
で
新
年
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
11
月
6
日
村
長
よ
り
新
た
に

農
業
委
員
14
名
が
委
嘱
を
受
け
、
3

名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

委
嘱
し
、
第
6
期
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
猛
威
に

に
掻
き
回
さ
れ
る
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
の
で
、
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
供
給

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

T
P
P 

11
、
E
P
A
等
、
世
界
の

貿
易
が
活
性
化
の
方
向
で
動
い
て
い

る
中
で
あ
っ
て
も
コ
ロ
ナ
渦
で
の
食

料
輸
入
は
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
状

況
が
明
る
み
に
出
た
わ
け
で
す
が
、

日
本
の
食
糧
需
給
率
は
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
38
％
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
農
地
を
守
り
、
有
効
活
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
特
に
高

齢
化
が
進
み
、
筑
北
村
の
65
歳
以
上

の
割
合
は
46
％
と
残
念
な
が
ら
県
下

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
で
自
己
耕
作
が
で
き
な

い
農
地
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
度
荒
廃
し
て
し
ま
う
と
な
か
な
か

手
が
付
き
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
前
に

農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
化
に
加
え
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
業
被
害
は
営
農
の
断
念
に
も
繋
が

る
問
題
で
す
が
、
猟
友
会
員
の
高
齢

化
が
す
す
む
な
か
、
若
手
メ
ン
バ
ー

の
加
入
が
あ
っ
た
と
の
朗
報
も
あ
り

励
み
に
な
り
ま
す
。

昨
年
度
行
い
ま
し
た
農
地
・
農
業

に
関
す
る
意
向
調
査
の
結
果
を
活
か

し
な
が
ら
、
農
地
の
有
効
活
用
や
地

域
農
業
を
持
続
で
き
る
よ
う
、
我
々

農
業
委
員
も
地
域
の
話
し
合
い
に
参

加
す
る
等
し
て
一
同
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
康
第

一
で
よ
い
年
を
送
れ
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

農業者年金に加入しましょう !!
新しい農業者年金制度は安心して頼れる魅力ある制度です。

　☆メリット 1　農地を持たない農業者や家族農業従事者も加入できます
　☆メリット 2　積み立て方式で安定した財政運営を行います
　☆メリット 3　保険料の額は自由に決められます
　☆メリット 4　80 歳までの保証が付いた終身年金です
　☆メリット 5　公的年金ならではの税制上の優遇措置があります
　☆メリット 6　農業の担い手には、国庫補助の政策支援があります

詳しくは、地区の農業委員、または農業委員会事務局へ

新
年
の
ご
挨
拶

農
業
委
員
会 

会
長　

一
之
瀬
　
知
卓
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新
し
い
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

任
期
は
令
和
2
年
11
月
6
日
〜
令
和
5
年

11
月
5
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

役　　職 氏　　名 担当地区

農　

業　

委　

員

会　　長 一之瀬　知卓 小仁熊

会長代理 宮下　誠一 下安坂、道平、安坂中部、安坂中村

矢原　博文 丸山町、西条、聖南町

吉池　和彦 下永井

宮入　優子 刈谷沢、七ツ松

飯嶋　榮藏 竹場、六工、中島

太田　秀子 昭和町、向原

中村　澄男 乱橋

一之瀬　純子 東条２

若林　茂和 上安坂、新倉、草湯、湯戸坂口

久保田　正夫 別所、仁熊、中込

石田　武 東山、中村（六工、中島を除く）、青柳

植原　芳子 上永井

太田　三男 東条１

推
進
委
員

升田　博之 本城地域

窪寺　務 坂北地域

若林　米満 坂井地域

第
６
期
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！
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編集　筑北村議会だより編集委員
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今回の内容
●議長あいさつ他
●12月定例会審議結果他
●筑北村選挙管理委員会～
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
3
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
議
会
を
代
表
し
、
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
の
よ

り
一
層
の
ご
多
幸
と
、
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日

頃
よ
り
、
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
多

く
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
年
早
々
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
発
見
さ
れ
る
と
同

時
に
瞬
く
間
に
全
世
界
に
感
染
が
広

が
り
、
国
・
地
方
を
あ
げ
て
の
感
染

対
策
も
、
未
だ
に
収
束
の
見
通
し
は

た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
村
に
お
い
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
、
各
種
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
・
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
多
く
が
中
止
又

は
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、

筑
北
小
学
校
・
坂
井
小
学
校
が
統
合

と
な
り
、
新
筑
北
小
学
校
が
開
校
と

な
り
ま
し
た
が
、
国
の
緊
急
事
態
宣

言
を
受
け
小
学
校
・
中
学
校
が
休
校

と
な
り
ま
し
た
。

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
子

供
た
ち
の
、
生
活
面
で
の
影
響
が
大

き
く
、
心
配
で
し
た
が
授
業
日
課
の

調
整
に
よ
り
、
12
月
で
授
業
・
生
活

の
遅
れ
が
解
消
と
な
っ
た
こ
と
は
、

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
筑
北
村
の
多
く
の
事
務
事

業
の
う
ち
の
一
つ
に
、（
仮
称
）
筑
北

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

に
向
け
、
国
道
4
0
3
号
の
付
け
替

え
道
路
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

完
成
後
は
本
線
へ
の
工
事
が
引
き
続

き
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

筑
北
村
の
発
展
と
、
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
事
業
で
あ
り
、
議
会
と
し

ま
し
て
も
、
一
日
も
早
い
完
成
に
向

け
、
国
等
へ
の
要
望
活
動
を
、
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
一
昨
年
の
台
風
19
号
に
よ

る
被
災
箇
所
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

復
旧
が
望
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
一
箇
所
を
除
き
全
て
の
箇
所
が
、

復
旧
・
復
興
工
事
が
完
了
と
な
り
ま

し
た
。
関
係
さ
れ
た
皆
様
に
、
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
た
一

年
で
し
た
が
、
11
月
の
日
本
プ
ロ
野

球
ド
ラ
フ
ト
会
議
に
お
い
て
、
日
本

ウ
エ
ル
ネ
ス
長
野
高
等
学
校
硬
式
野

球
部
、
第
一
期
生
と
し
て
活
躍
し
た
、

赤
羽
由
紘
選
手
が
、
東
京
ヤ
ク
ル
ト

ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
育
成
枠
第
2
位
で
指

名
さ
れ
、
初
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
誕

生
し
ま
し
た
。
学
校
・
村
に
と
っ
て

も
、
大
き
な
希
望
と
、
光
に
な
り
ま

し
た
。
一
軍
に
定
着
し
活
躍
す
る
姿

を
応
援
し
な
が
ら
、
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
と
し
ま
し
て

も
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
し
な
が
ら
、

課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
良

い
一
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
お
こ

な
っ
て
い
る
「
村
民
の
皆
様
と
議
会

議
員
の
懇
談
会
」
を
、
11
月
15
日
に

役
場
隣
り
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
女
性
議
員
を
増
や
す

た
め
の
方
策
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
意
見
交

換
会
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。

意
見
を
ま
と
め
て
い
た
だ
く
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
小
林
松
本
市
議
。

パ
ネ
ラ
ー
に
塩
原
朝
日
村
議
会
議
長
、

大
池
山
形
村
議
、
望
月
生
坂
村
議
、

鎌
田
筑
北
村
議
を
お
願
い
し
、
女
性

年
頭
の
ご
挨
拶

筑
北
村
議
会
議
長　

待
井
　
安
登

議
員
懇
談
会
を開

催
し
ま
し
た
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議
員
を
増
や
す
た
め
の

課
題
や
方
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
寄
せ
ら

れ
た
意
見
と
し
て
女
性

議
員
数
を
議
員
数
の
一

定
割
合
に
す
る
制
度
、

家
族
の
理
解
・
後
押
し
、

次
回
改
選
時
の
女
性
議

員
数
の
目
標
人
数
等
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

東
筑
摩
郡
内
に
は
、

50
名
の
村
会
議
員
が
在

職
し
て
い
ま
す
が
、
女

性
議
員
は
、
4
名
の
み

で
す
。
女
性
議
員
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
多

角
的
な
視
点
か
ら
議
会

活
動
を
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
女
性
議
員
を
増

や
す
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
議
会
と
し
て
方
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
参
加
さ
れ
た

皆
様
か
ら
も
「
女
性
議

員
を
増
や
す
た
め
の
方

策
」
に
つ
い
て
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・周囲の協力が必要。
・官庁、団体で女性管理職を増やす。
・条例化が望ましい。男性議員に女性議員を増やすための方策を尋ねたい。
・常会役員など積極的に女性を登用し女性の活動できる場を設け、その中から選出できる

のが良い。
・出る杭は打たれるので皆が押してくれないと選挙に出馬できない。
・議員報酬の増額、無理ならば 3 地域から推薦枠で女性議員を選出する。
・このような懇談会に夫婦で参加することを希望。特に議員の奥様の参加がまず必要では

ないでしょうか。
・女性としての特性を意識した議会活動は大事ですが、地域に生きる一人の人間として大

きな視点での女性参加が原則。
・議員だけでなく、多くの役職に女性が進出できる条件を整えることが大事。
・人の話を聞いて活動することが大事。
・女性視点を活かす環境づくり（男性、家庭、地域の理解）
・クォーター制（議員定数の内一定比率を女性に割り当てる）の導入。
・女性の議員活動に無関心な住民が多い。女性の議員活動への関心が少ない。
・条例でクォーター制（議員定数の内一定比率を女性に割り当てる）の導入。

「女性を増やすための方策」について寄せられたご意見は、下記の通りです。

パネルディスカッション
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令和２年第６回臨時会審議結果
全会一致で可決された審議結果

件　　　　　　　　　　名 議決の結果
筑北村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正す
る条例について 可決

筑北村特別職の職員で常勤のもの等の給与及び旅費に関する条例等の一部
を改正する条例について 可決

筑北村一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 可決

令和２年 12 月定例会審議結果
１．認定
　全会一致で認定された審議結果

件　　　　　　　　　　名 議決の結果
令和 2 年度東筑摩郡筑北保健衛生施設組合会計歳入歳出決算認定について 認定

2．議案
　全会一致で可決された審議結果

件　　　　　　　　　　名 審議の結果
令和２年度筑北村一般会計補正予算（第 7 号） 可決
令和２年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 可決
令和２年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 5 号） 可決
令和２年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第 4 号） 可決
令和２年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第 5 号） 可決
令和２年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 可決
令和２年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第 3 号） 可決
筑北村議会議員及び筑北村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の制定について 可決

筑北村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例について 可決

筑北村坂井体験農園施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

筑北村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決
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有権者の皆様へ
筑北村選挙管理委員会

　公職選挙法が改正され、条例で定めるところにより、選挙運動自動車の使用、選挙運動用
ポスターの作成および選挙運動用ビラの作成を一定の金額を限度として、要した費用分だけ
を公費から支払うことができるようになりました。ただし、供託物没収点（村長選挙：有効投
票総数の10分の１、村議会議員選挙：有効投票総数を議員定数（12人）で除した数の10分の
１）に達する得票を得られないと公費負担は受けることができず、要した費用全額が候補者
の自己負担となります。また、議会議員選挙に供託金制度が導入されその額は15万円となり
ました。

区分
公営の有無

供託金額選挙運動用
自動車

選挙運動用
ポスター

選挙運動用
ビラ

村長選挙 〇 〇 〇 50 万円
村議会議員選挙 〇 〇 〇 15 万円

3．発議
　賛否の別れた審議結果（〇は賛成、× は反対、－は欠席）

件　　名
各　議　員　の　賛　否

議決の
結果太

田
西
澤

横
山

関
川

佐
藤

勝
田

前
山

小
山

中
村

吉
池

鎌
田

タイケン学園村内誘致に係る
費用対効果、及び今後の効果
見込みの検証と、相互の発展
に関する連携強化策の検討に
関する特別委員会の設置を求
める決議

× ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × 否決

件　　　　　　　　　　名 審議の結果
災害からの復旧・復興及び国土強靱化等に向けた社会資本整備の促進を求
める意見書 可決

国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書　 可決
へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻す
ことを長野県知事に求める意見書 可決

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書 可決
※可決された発議は、関係機関へ意見書を送付しました。

４． 同意

件　　　　　　　　　　名
筑北村固定資産評価審査委員会委員の選任について（3 名）
筑北村教育委員会委員の任命について（1 名）
※ 4 名全員が同意となりました。
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新
春
を
迎
え
村
民
の
皆
様
の
ご
多

幸
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、

す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
日
々
の
生
活
・

活
動
に
制
約
を
受
け
大
変
な
一
年
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
と
し
て

は
、〝
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
〟
と
前

向
き
に
捉
え
て
き
ま
し
た
が
、
満
足

い
く
活
動
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
止
、

分
館
事
業
を
含
め
て
公
民
館
事
業
の

中
止
等
、
思
う
よ
う
に
事
業
が
で
き

ず
に
寂
し
い
年
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

展
示
発
表
の
み
で
し
た
が
『
筑
北
村

文
化
祭
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
活
動
に
も
制
限
が
か
か

っ
て
し
ま
い
、
制
作
に
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
作
品
も
気
持

ち
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
見
て
い
る

と
心
が
温
か
く
な
る
作
品
ば
か
り
で

し
た
。
文
化
祭
期
間
中
は
、
村
内
外

か
ら
多
く
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
年
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
先
の
見
え

な
い
生
活
環
境
が
続
く
よ
う
で
す

が
、
公
民
館
と
し
て
は
、
村
民
憲
章

に
寄
り
添
い
、
生
涯
学
習
の
基
本
目

標
『「
学
び
」「
助
け
あ
い
」
心
豊
か

な
充
実
し
た
毎
日
を
生
き
る
』
を
柱

に
、
丑
年
の
本
年
は
『
も
ぉ
〜
う
一

歩
・
も
ぉ
〜
一
歩
』
と
生
涯
学
習
係

職
員
一
同
、
公
民
館
の
役
割
を
考
え

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て

様
々
な
分
野
で
輝
き
あ
え
る
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
申
し
上
げ
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
猛
威
に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
や
考
え
方
が
一
変
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
公
民
館
事
業
も
縮
小
や
中
止

が
多
く
な
り
、
十
分
な
活
動
が
で
き

な
い
ま
ま
終
わ
り
、
悔
い
の
残
る
年

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
公
民
館
は
、
文
化
祭
・
各
種

学
級
・
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
多
く
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
見
直
し
て

み
る
と
、
ど
こ
か
盛
り
上
が
り
に
欠

け
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
に
、
公
民
館
の
課
題
や
事

業
の
課
題
を
整
理
し
、
再
編
・
再
生

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

希
望
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
明
る

い
見
通
し
の
も
と
に
、
公
民
館
活
動

を
繰
り
広
げ
、
皆
様
が
最
高
の
生
き

方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
『
こ
の

村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
』
と
思
え
る

公
民
館
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
健
康
で
明
る
い
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て
思
う
こ
と

筑
北
村
公
民
館
長　

宮
澤
　
信
雄

筑
北
村
公
民
館
副
館
長　

宮
島
　
義
次

26



新
年
に
想
う

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
、

コ
ロ
ナ
で
終
わ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
気

が
し
ま
す
。
今
年
は
早
く
コ
ロ
ナ

が
収
ま
り
、
通
常
に
戻
っ
て
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
新
年
に
あ
た
り
、
コ
ロ

ナ
の
先
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た
。
昨
年
、
コ
ロ
ナ
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
大
き
な

変
化
が
、
短
時
間
に
集
中
し
て
起

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
私
た

ち
は
生
活
を
大
き
く
変
え
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

A
I
の
発
達
に
よ
り
、
あ
と
十

年
で
今
あ
る
仕
事
の
半
分
は
な
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
科

省
は
新
指
導
要
領
で
、
そ
う
い
う

世
界
に
対
応
し
て
生
き
て
い
く
子

ど
も
達
に
必
要
な
力
は
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
、
深
い
学
び
」
だ
と

述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時

代
は
、
教
え
ら
れ
た
知
識
を
詰
め

込
む
と
い
う
受
け
身
の
学
習
で
は

な
く
、
自
ら
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
み
、
対
話
を
し
な
が
ら
考
え

を
深
め
て
、
新
し
い
状
況
に
対
応

し
て
い
く
力
を
つ
け
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
説
明
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
時

計
の
針
が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
私

た
ち
は
新
し
い
時
代
へ
の
対
応
を
、

今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
計
画
的
に
ア
プ
ロ

ー
チ
で
き
た
の
が
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
、
新
し
い
状
況
に
臨
機
応

変
に
対
応
す
る
適
応
型
ア
プ
ロ

ー
チ
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

思
い
つ
い
た
こ
と
を
ま
ず
や
っ
て

み
る
。
試
行
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る

と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
何
度
か
繰
り

返
し
て
、
結
果
を
見
な
が
ら
意
思

決
定
し
て
い
く
。
こ
れ
が
新
し
い

時
代
に
対
応
し
て
い
く
上
で
、
大

切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

昨
年
は
、
努
力
し
て
も
報
わ
れ

な
い
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
場
で
前
向
き
に
努
力
し
て

き
た
皆
さ
ん
。
よ
く
が
ん
ば
っ
た

と
自
分
を
ほ
め
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
め
げ
ず
に
、
ま
た
工
夫
を

重
ね
て
、
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

心
の
伝
言
板
�

こ
の
4
月
よ
り
統
合
小
学
校
と
し

て
筑
北
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
7
月
に
授
業
参
観
及

び
、
給
食
試
食
会
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
と
し
て
延
期
に
な
り
、

12
月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
、
感
染
予
防
の
た
め
統
合
小

学
校
に
な
っ
て
初
め
て
の
、
授
業
参

観
は
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
日
は
、
旧
給
食
室
の
改
修
の
進

捗
状
況
を
視
察
し
、
学
校
給
食
の
現

状
に
つ
い
て
、松
下
栄
養
士
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
給
食
棟
も
6
月
か

ら
本
格
的
に
稼
働
し
、
給
食
調
理
の

状
況
や
、調
理
員
か
ら
の
感
想
も
お
聞

き
し
ま
し
た
。
ま
た
、栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
カ
ロ
リ
ー
計
算
な
ど
、給
食
メ
ニ
ュ

ー
を
考
え
る
う
え
で
の
注
意
点
や
、子

ど
も
た
ち
の
給
食
の
状
況
な
ど
、ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
給

食
の
試
食
会

を
行
い
ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
の
給

食
を
皆
さ
ん
で

い
た
だ
き
ま
し

た
。

筑
北
村
教
育
委
員
会
委

員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

令
和
2
年
12
月
7
日
か
ら
、

本
城
地
域
の
山
本
和
彦
氏
が
新

た
に
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
令
和
6
年
12

月
6
日
ま
で
で
す
。

山本　和彦　氏
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全
国
の
教
育
現
場
で
、
子
ど
も

た
ち
が
各
自
の
情
報
端
末
を
活
用

し
、
学
習
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と

い
う
の
が
文
部
科
学
省
の
進
め
る

「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」
で
す
。

筑
北
村
に
お
い
て
も
、
今
年
度
、

村
内
の
小
中
学
生
1
人
1
台
の
パ
ソ

コ
ン
の
整
備
と
、
学
校
に
お
け
る
高

速
大
容
量
の
通
信
環
境
の
整
備
を
並

行
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

12
月
末
の
段
階
で
学
校
内
の

W
i
f
i
（
無
線
通
信
）
環
境
が
整

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
も

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
へ
貸
与
す
る
端
末
も

現
在
各
端
末
の
設
定
等
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
学
習
に
お
い
て
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
情
報
端
末
は
、
鉛
筆
や
ノ
ー

ト
な
ど
の
文
房
具
と
同
様
に
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
不
可
欠
な
道
具
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
日
々
の
授
業
で
個
別
の

学
習
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
協
働
的
・
探
究
的
な
学
び
に

も
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
同
じ
学
校
の
中
の

同
級
生
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
の
学

校
と
の
交
流
や
、
さ
ら
に
は
、
外
国

の
学
校
等
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
わ
け
で
、
や
り
方
に
よ
っ

て
は
、
よ
り
質
の
高
い
教
育
活
動
の

展
開
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

情
報
端
末
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
の
学
習
が
す
べ
て
変

わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学

校
現
場
に
お
け
る
学
び
の
在
り
方
を

見
直
す
契
機
と
な
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
筑
北
小
学

校
、
聖
南
中
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

先
生
方
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
情
報
端
末
を
使
っ
て
ど

の
よ
う
な
学
習
が
展
開
で
き
る
の
か

検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
再
び
学
校
が

休
業
と
な
る
場
合
も
想
定
し
、
家
庭

に
も
端
末
を
持
ち
帰
り
、
各
ご
家
庭

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
学
習
に
役
立

て
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
の
ル
ー
ル
作
り
も
進
め
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
村
で
は
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
教
育
の

充
実
な
ど
も
進
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
よ
り
よ
い
学
び
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

小
学
校
統
合
に
伴
い
、
使
わ
な
く

な
っ
た
備
品
に
つ
い
て
、
10
月
4
日

（
日
）
に
、
区
・
常
会
へ
引
き
渡
し
を

行
い
、
同
月
25
日
（
日
）
に
は
、
個
人

向
け
販
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

椅
子
や
机
、
楽
器
類
や
食
品
類
な

ど
、
様
々
な
学
校
備
品
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
さ
れ
る

方
々
の
も
と
で
、
再
利
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
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4
月
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
新
筑
北
小
学
校
は
、
学
校
関
係

者
及
び
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
大
過
な

く
学
校
生
活
が
送
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
完
成
し
た
給
食

棟
で
の
給
食
調
理
も
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
無
事
に
で
き
て
い
ま
す
。

さ
て
、
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た

旧
給
食
室
の
有
効
利
用
の
た
め
、

村
で
は
、
学
校
と
協
議
を
進
め
る

中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
、
放
課

後
バ
ス
待
ち
の
児
童
の
居
場
所
作

り
及
び
図
工
室
と
し
て
の
活
用
等
、

多
目
的
に
活
用
で
き
る
教
室
と
し

て
改
修
工
事
を
進
め
12
月
末
で
多

目
的
教
室
が
完
成
し
ま
し
た
。
学

校
で
は
、
3
学
期
よ
り
使
用
し
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
、
新
筑
北
小
学
校

の
統
合
に
向
け
た
施
設
整
備
事
業

は
、
一
通
り
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
児
童
が
安
心
安
全
な

学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
努
め

ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
様
、
地

域
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

この委員会は、筑北村の子どもたちの「未来社会を切り拓くための資質・能力」を幼児期から小学校、
中学校を通して一貫性のある子育て支援・教育の中で育むことを目指し、幼児期教育及び保育につ
いて調査し、総合的に検討を行う委員会です。12月8日に第 5回目の委員会を行いました。
今回は、発達の多様性に対応する保育のあり方（早期発見と適切で切れ間ない支援・インクルーシ

ブ保育）と家庭・地域における教育力の充実という内容で議論しました。今回も委員のみなさんから
活発な意見が出されました。

筑北村幼児期教育・保育推進検討委員会

〈出された意見（要約）〉
○保育園では、多様性を認めていくためにも、（支援の仕方によってクラ

スを分けずに）一緒に過ごしている（インクルーシブ）。
⇒“インクルーシブ“は、一人ひとりが大事にされている（尊重され

ている）ということ。
⇒“尊重する”というのは、相手の感情や行動に想いをめぐらす（その人は、どうしてそうしたのか、

なぜそう考えたのか）ということであり、相手に対して関心を向けていくこと
※まずは、大人が相手を尊重するような接し方をすることで発達の多様性に寛容になったり、特別支

援ということにも理解が深まっていくのではないか。
○（特別支援について）現在は、その子の発達の特性に応じた支援、その子の可能性を伸ばすための支

援という捉えになっている。
⇒「早期発見、早期支援」その子の将来を見据えた支援が大事
⇒保護者には、徐々にこうした考え方が浸透してきているが、祖父母も含めて地域での理解が肝要（地

域の方々を保育園や学校に呼ぶというのは、特別支援を理解してもらうきっかけにもなる）。
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日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
信
州
筑
北
キ
ャ

ン
パ
ス
（
現
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野

高
校
）
野
球
部
の
1
期
生
で
、
プ
ロ

野
球
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
か

ら
育
成
ド
ラ
フ
ト
2
位
で
指
名
さ
れ

た
、
B
C
リ
ー
グ
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ

ー
ズ
の
赤
羽
由
紘
選
手
の
激
励
会
が

本
城
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
村
内
の
会
員
や
野
球
部
員
約

90
名
が
集
ま
り
、
熱
い
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

主
催
し
た
野
球
部
後
援
会
宮
下
敏

彦
会
長
は
、「
持
ち
味
の
安
定
し
た

守
備
と
フ
ル
ス
イ
ン
グ
を
活
か
し
、

地
域
の
応
援
を
背
に
飛
躍
し
て
ほ
し

い
」と
話
し
、関
川
芳
男
村
長
は
、「
筑

北
村
か
ら
プ
ロ
野
球
選
手
が
生
ま
れ

本
当
に
嬉
し
い
。
け
が
を
し
な
い
よ

う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

恩
師
で
あ
る
中
原
英
孝
監
督
か
ら

は
『
人
生
け
る
と
き
精
進
せ
よ
』
と

記
さ
れ
た
ボ
ー
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

温
か
な
励
ま
し
を
受
け
た
赤
羽
選

手
か
ら
は
、「
筑
北
村
が
原
点
。
今
日

出
席
さ
れ
た
方
は
み
ん
な
知
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
嬉
し
い
。
自
分
の
良

さ
で
あ
る
フ
ル
ス
イ
ン
グ
を
プ
ロ
で

も
発
揮
し
、
期
待
に
答
え
た
い
」
と

力
強
く
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
野
球

部
後
援
会
は
、
刈
谷
沢
神
明
宮
で
必

勝
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。
部
員
27
名
、

関
川
芳
男
村
長
や
中
原
英
孝
監
督

ら
指
導
者
、
保
護
者
、
会
員
な
ど
が

集
ま
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、

夏
の
甲
子
園
出
場
を
目
指
す
こ
と
を

神
前
で
誓
い
ま
し
た
。

中
原
監
督
か
ら
は
、「
日
本
ウ
ェ

ル
ネ
ス
長
野
高
校
か
ら
、
3
月
に
は

3
期
生
が
卒
業
し
て
い
き
ま
す
。
本

年
は
、
松
本
市
野
球
場
が
改
装
の
為
、

新
装
し
た
松
本
市
四
賀
球
場
で
初
の

公
式
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

新
球
場
で
、
聖
南
中
学
校
出
身
の
4

番
打
者
・
関
川
峻
司
選
手
が
記
念
の

第
1
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
大
変
嬉
し
い
出
来
事
で
す
。

ま
た
、
1
期
生
の
赤
羽
由
紘
選
手
が

プ
ロ
野
球
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
か

ら
育
成
2
位
で
指
名
さ
れ
、
激
励
会

で
は
熱
い
温
か
い
声
援
を
受
け
ま
し

た
。
現
チ
ー
ム
の
部
員
も
大
き
な
刺

激
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。
先
輩
た

ち
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
こ
の
冬
し

っ
か
り
と
鍛
え
て
、
春
の
大
会
か
ら

全
力
で
戦
い
ま
す
。」
と
話
し
、
主
将

の
山
上
暁
君
は
、「
残
り
少
な
い
高

校
野
球
、
最
後
ま
で
全
員
が
や
り
き

れ
る
か
が
勝
負
の
カ
ギ
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
先
輩
方
を
超
え
ら
れ
る
よ

う
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
最
後
ま

で
頑
張
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
で

す
。」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
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今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
影
響
で
、
巡
回
教
室

が
な
か
な
か
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、

や
っ
と
再
開
で
き
ま
し
た
。

動
く
こ
と
が
好
き
な
子
ど
も
に

な
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
『
と
に
か
く

体
を
動
か
す
こ
と
』
か
ら
ス
タ
ー
ト

で
す
。
遊
具
で
遊
ぶ
子
・
ボ
ー
ル
で

遊
ぶ
子
・
砂
い
じ
り
を
す
る
子
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
や
り
た
い
事
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
、
少
し
ず
つ
グ
ル
ー
プ
活
動

に
移
行
し
、
色
々
な
動
き
も
入
れ
て

い
き
ま
す
。
野
球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
運
動
が
最
適
で
す
。
走
る
こ

と
ひ
と
つ
と
っ
て
も
様
々
な
動
き
が

あ
り
、
ボ
ー
ル
を
使
え
ば
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
動
き
が
増
え
、
脳
と
身
体

が
連
携
し
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に

し
て
、
一
度
身
に
つ
い
た
ス
キ
ル
は

一
生
涯
消
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
小
さ
な
う
ち
か
ら
色
々
な

動
き
や
、
色
々
な
競
技
を
経
験
す
る

こ
と
で
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
も
身
に

つ
い
て
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
は
ル

ー
ル
が
あ
り
ま
す
。『
自
分
さ
え
よ

け
れ
ば
』
だ
と
、
自
分
の
周
り
か
ら

仲
間
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
の
あ
ら
探
し
を
し
た
り
、
人
の

あ
げ
足
を
と
る
の
で
は
な
く
、
頑
張

っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
、
お
互
い
に
認
め
合
え

る
と
い
い
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と
を
、

巡
回
教
室
を
通
じ
て
、
ち
ょ
っ
と
ず

つ
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
度
か
ら
小
学
校
の
体
育
補
助

が
土
屋
に
変
わ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
日
本
中
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
あ
り
、
ど
こ
も
対
応

に
追
わ
れ
て
の
授
業
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
筑
北
小
学
校
で
も
対
応
を
し

な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
初
め
て
体
育
の
授
業
を
一

緒
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
が
小
学

生
の
頃
か
ら
変
わ
っ
て
い
る
事
も
多

く
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

取
り
組
む
項
目
は
ど
の
学
年
で
も

同
じ
で
す
が
、
少
し
ず
つ
ル
ー
ル
な

ど
変
更
し
て
学
年
に
あ
っ
た
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

跳
び
箱
・
プ
ー
ル
・
鉄
棒
・
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
型
と
し
て
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

や
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
・
持
久
走
・
サ
ッ

カ
ー
型
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
目
に
児

童
た
ち
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

た
だ
ス
ポ
ー
ツ
を
や
れ
ば
良
い
と
い

う
事
で
は
な
く
、
全
員
が
楽
し
く
約

束
事
を
守
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

児
童
に
よ
っ
て
は
苦
手
な
ス
ポ
ー

ツ
も
得
意
な
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
り
ま
す

が
、
一
生
懸
命
取
り
組
む
事
で
最
初

の
頃
は
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
嬉
し
そ
う
な
笑
顔

を
向
け
て
く
れ
ま
す
。

今
後
も
子
供
の
成
長
や
笑
顔
を
一

緒
に
見
守
っ
て
い
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
便
り
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カサカサいい

音がするね

２園交流

新しい年が明けました。今年は丑年、牛のように穏やかな優しい気持ちを育める１年に、そし

て世の中も、穏やかな１年になりますように。

子どもは風の子、寒さに負けず、戸外へ出て冬の自然にふれながら遊んでいます。12月までは

２園交流で「今日、交流ある？」と毎日楽しみにしていました。友達を遊びに誘う姿や、お散歩

コースなど互いの園周辺の良さを伝え合い紹介しながら、２園の子ども達の交流が深まりました。

ティーボール講習会

２園交流の中で、年長組を対象に、ティーボール講習会を行いました。松商学園高校卒業で、

元読売ジャイアンツの田中健太郎氏を講師に、ティーボールを体験しました。

ボールをティーにのせ、打ってみることは初めてでしたが、バットにボールが上手く当たる

と飛ぶので、子ども達は、大喜びでした。最後はみんなで「追っかけ玉入れ」です。コーチの

後を追いかけて、玉入れも楽しみました。田中コーチと二園の友達と、様々な運動あそびが、

しっかり体を使ってできました。

木登り楽しいよ！高

いところからはいい

景色が見える！

どんぐり、松ぼっくりがたく

さん落ちてる宝の山発見！

あたるかな

打つぞ～！かっこよく

投げられるよ
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【
総
合
的
な
学
習
の
時
間

―
あ
ず
ま
や
タ
イ
ム
】

今
年
度
の
聖
南
中
学
校
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
は
、
自
分
が
育
っ
て

い
る
筑
北
村
の
魅
力
や
良
さ
を
知
り
、

よ
り
過
ご
し
や
す
い
村
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
自
分
事
と
し

て
考
え
、
自
ら
活
動
で
き
る
生
徒
を

目
指
し
て
、ふ
る
さ
と
学
習
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

一
学
期
は
学
級
総
合
で
、里
山
学
習

や
善
光
寺
街
道
整
備
体
験
、
空
き
家

や
古
民
家
、村
の
温
泉
施
設
な
ど
、村

の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
や
施
設
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
学

習
で
興
味
を
も
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、

2
学
期
は
学
校
総
合
と
し
て
、
課
題

別
に
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、探
究
的
な

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

全
校
が
課
題
別
に『
歴
史
遺
産
追

究
』『
文
化
継
承
追
究
』『
村
お
こ
し
追

究
』の
3
つ
に
、
更
に
、
細
か
い
テ
ー

マ
で
13
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、探

究
学
習
を
行
い
ま
し
た
。村
長
さ
ん
を

は
じ
め
、多
く
の
地
域
の
方
を
講
師
に

迎
え
、様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

善
光
寺
街
道
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
た
生
徒
の
中
に
は
、善
光
寺
街
道

が
な
ぜ
つ
く
ら
れ
た
か
、な
ぜ
善
光
寺

な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
課
題
に
し

た
生
徒
も
い
れ
ば
、善
光
寺
街
道
の
石

畳
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
の
か

を
課
題
に
し
、
実
際
に
校
地
内
に
石

畳
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
生
徒
も
い

ま
し
た
。同
じ
体
験
を
し
て
も
、ど
こ

に
意
識
が
向
く
の
か
人
そ
れ
ぞ
れ
な

の
で
、自
分
の
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
追

究
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

あ
ず
ま
や
太
鼓
の
発
表
に
は
、
多

く
の
地
域
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。演
奏
後
に
は
、温
か
な
言
葉
を

か
け
て
い
た
だ
き
、生
徒
も
満
足
感
を

感
じ
て
活
動
を
締
め
く
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

こ
の
あ
ず
ま
や
タ
イ
ム
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。来

年
度
も
充
実
し
た
取
り
組
み
が
で
き

る
よ
う
、み
ん
な
で
考
え
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
南
中
学
校
か
ら

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
集
い

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
予
防
の
た
め
、
学
校
に
地
域
の

方
を
招
い
て
学
ぶ
と
い
う
機
会
が
、

例
年
よ
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
つ
つ
じ
っ
子

応
援
団
の
方
々
と
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
係
の
力
を
借
り
て
、
11
月
26
日

に
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
ふ

れ
あ
い
の
集
い
」

は
、
地
域
の
方
を

講
師
と
し
て
招

き
、
昔
の
遊
び
な

ど
を
子
ど
も
た

ち
が
体
験
す
る

時
間
で
す
。

今
年
度
は
、
32
名
の
講
師
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
、「
紙
玉
・
割
り
箸
鉄

砲
」「
紙
飛
行
機
」「
ぶ
ん
ぶ
ん
ご
ま

遊
び
」「
わ
ら
細
工
」「
平
面
キ
ュ
ー

ブ
」「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」「
缶
ぽ
っ
く

り
」「
竹
馬
遊
び
」「
囲
碁
・
将
棋
」「
折

り
紙
」「
絵
手
紙
」
の
11
の
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
希

望
し
た
講
座
に
分
か
れ
、
普
段
あ
ま

り
や
っ
た
こ
と
の
な
い
遊
び
を
、
講

師
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、
楽
し
く

体
験
し
ま
し
た
。

「
初
め
て
だ
っ

た
け
ど
、
絵
手

紙
が
思
っ
た
よ

り
う
ま
く
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
」

「
ぶ
ん
ぶ
ん
ご

ま
っ
て
結
構
回

す
の
難
し
か
っ
た
よ
。
こ
つ
が
い
る

ん
だ
よ
ね
」「
来
年
は
割
り
箸
鉄
砲

を
作
り
た
い
な
」
な
ど
、
楽
し
か
っ

た
体
験
を
多
く
の
児
童
は
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

「
毎
年
、
こ
の
時
間
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
ん
だ
よ
。
来
年
も
や
っ
て

よ
ね
。」
と
嬉
し
そ
う
に
思
い
を
伝

え
て
く
れ
た
講
師
の
方
も
い
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
数

少
な
い
地
域
の
方
と
交
流
す
る
機
会

を
大
切
に
し
、

地
域
の
方
と
共

に
筑
北
村
の
子

ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

筑
北
小
学
校
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筑北小学校修学旅行 1日目
佐久子ども未来館
鬼押出し園 
軽井沢アイスパーク

２日目
フォッサマグナミュージアム
上越市立水族館うみがたり

宿泊先は地元西条温泉とくら

本来の形ではなかったけれど未来に向かうための修学旅行

「
修
学
旅
行
の
思
い
出
」

　
　
　
　
　
　
６
年　
中
村　
諭
芙

　

私
の
初
め
て
の
修
学
旅
行
の
思
い
出

は
こ
ん
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
心
に
残
っ
た
の
は
佐
久
子
ど
も

未
来
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
て
す

ご
く
感
動
し
た
事
で
す
。と
っ
て
も
キ
レ

イ
で
、
全
体
に
星
空
が
広
が
っ
て
い
て
、

ふ
し
ぎ
で
お
だ
や
か
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
鬼
押
出
し
で
は
、
お
寺
の
方
ま

で
目
指
し
て
、お
も
し
ろ
い
岩
た
ち
と
キ

レ
イ
な
風
景
を
見
な
が
ら
行
っ
た
の
で
、

楽
し
い
気
持
ち
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持

ち
が
ず
っ
と
残
っ
て
い
ま
し
た
。２
日
目

の
う
み
が
た
り
の
水
族
館
で
は
、イ
ル
カ

シ
ョ
ー
を
見
る
時
に
前
の
方
ま
で
友
達

と
行
っ
た
の
で
、水
し
ぶ
き
が
い
っ
ぱ
い

飛
ん
で
来
て
、み
ん
な
で
は
し
ゃ
ぎ
な
が

ら
楽
し
み
ま
し
た
。そ
ん
な
初
体
験
だ
ら

け
の
２
日
間
で
、い
つ
も
の
学
校
と
は
ち

が
う
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
感
じ
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

「
修
学
旅
行
の
思
い
出
」

　
　
　
　
　
６
年　
宮
澤　
沙
綾

　
10
月
21
日
22
日
に
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。私
が
思
い
出
に
残
っ
た
場
所
は
３
つ
あ

り
ま
す
。

　

１
つ
目
は「
鬼
押
出
し
」
で
す
。
お
土
産

の
買
い
物
を
し
た
り
、山
を
登
っ
て
動
物
な

ど
に
似
て
い
る
岩
を
さ
が
し
た
り
し
ま
し

た
。「
ゴ
リ
ラ
岩
」を
見
つ
け
ら
れ
て
良
か
っ

た
で
す
。

　

２
つ
目
は「
う
み
が
た
り
」
で
す
。
た
く

さ
ん
の
魚
を
見
ま
し
た
。
ド
ル
フ
ィ
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
会
場
で
イ
ル
カ
を
見
な
が

ら
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。そ
の
後
に
買
い

物
を
し
ま
し
た
。ゴ
ー
ト
ゥ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の

ク
ー
ポ
ン
で
家
族
へ
の
お
土
産
を
た
く
さ
ん

買
え
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
３
つ
目
は
と
く
ら
で
泊
ま
っ
た
事
で
す
。

み
ん
な
で
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、ね
た
り
し

ま
し
た
。ご
飯
は
す
ご
く
豪
華
で
と
っ
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
東
京
じ
ゃ
な
か
っ
た
け
ど
み
ん
な
で
行
け

て
思
い
出
に
残
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
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清泉寮

「諏訪大社下社春宮・秋宮」

35



２０２１年

　丑年インタビュ
ー ☆今年の目標

☆好きなこと

☆今年やりたいこと
6年生

・勉強を頑張る！特に算数と体育。
・剣道をやっているので、剣道をしっかり
とやっていく。

・絵を描くことが好きなので絵を描きたい。

・頑張って作った筑北米を、村民のみなさんに食べてほしい。
・サッカー。
・将来はユーチューバーになって金持ちになりたい。
・ゲームをやりたい。

5年生
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今
回
紹
介
す
る
の
は
、
昨
年
か
ら

本
城
地
域
の
八
木
地
区
に
移
住
し
た
、

田
島
竹
郎
さ
ん
・
志
保
さ
ん
ご
夫
婦

で
す
。

竹
郎
さ
ん
は
、
東
京
で
飲
食
業
を

し
て
い
て
、
志
保
さ
ん
（
塩
尻
市
出

身
）
と
知
り
合
い
ま
し
た
。「
自
然
環

境
の
い
い
場
所
」
で
飲
食
店
を
開
き

た
い
と
の
思
い
が
か
な
い
、
昨
年
の

11
月
中
旬
か
ら
、
本
城
地
域
の
国
道

沿
い
の
ふ
る
さ
と
館
で
、『
大
衆
食

堂
・
西
条
』
を
開
店
し
ま
し
た
。

食
材
は
地
元
の
物
を
で
き
る
だ
け

取
り
入
れ
て
、
繊
細
な
味
が
楽
し
め

る
お
店
で
す
。
ま
た
、
今
ま
で
培
っ

た
居
酒
屋
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て

や
っ
て
い
ま
す
。

お
弁
当
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き

ま
す
の
で
、
ご
自
宅
で
も
楽
し
め
ま

す
。皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

夜
空
に
輝
く
花
火

昨
年
の
11
月
23
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
終
息
を
願
う

花
火
が
、
筑
北
の
谷
の
夜
空
に
輝
き

ま
し
た
。

こ
の
花
火
の
打

ち
上
げ
は
筑
北
村

商
工
会
青
年
部
の

皆
さ
ん
が
考
案
し

て
く
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
春
先
か
ら

イ
ベ
ン
ト
や
夏
祭

り
な
ど
、
ほ
と
ん

ど
の
事
業
が
中
止

に
な
っ
て
し
ま
う

な
か
、
青
年
部
と

し
て
『
筑
北
地
域

を
盛
り
上
げ
た

い
。
筑
北
地
域
に

元
気
を
届
け
た
い
』と
の
思
い
か
ら
、

悪
疫
退
散
の
打
ち
上
げ
花
火
の
案
が

で
ま
し
た
。

村
商
工
会
員
約
1
2
0
名
か
ら
寄

付
を
募
っ
た
結
果
、
皆
さ
ん
快
く
寄

付
に
応
じ
て
く
だ
さ
り
、
約
3
0
0

発
の
花
火
代
が
集
ま
り
ま
し
た
。
感

染
対
策
の
一
環
と
し
て
、
前
も
っ
て

の
宣
伝
も
控
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
夜
7
時
か
ら
道
の
駅
さ

か
き
た
近
く
の
田
ん
ぼ
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
花
火
は
、
寒
い
夜

空
を
明
る
く
照
ら
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
心
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
し

た
。

コ
ラ
ム

新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ

で
終
わ
っ
た
年
で
し
た
。残
念
な
が

ら
コ
ロ
ナ
は
い
ま
だ
終
息
せ
ず
、こ

れ
か
ら
も「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
が
続

く
の
で
し
ょ
う
。だ
か
ら
と
い
っ
て
、

仕
方
が
な
い
ど
う
で
も
い
い
や
と

過
ご
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
。今
年

や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
考

え
て
み
ま
し
た
。私
は
カ
メ
ラ
が
趣

味
な
の
で
、も
っ
と
素
晴
ら
し
い
写

真
を
撮
り
た
い
。ま
だ
行
っ
た
こ
と

の
な
い
場
所
へ
行
っ
て
撮
影
し
た
い
。

遠
方
は
難
し
い
だ
ろ
う
か
ら
県
内

で
、軽
井
沢
と
上
高
地
へ
行
っ
て
み

た
い
。そ
れ
か
ら
、去
年
途
中
で
あ

き
ら
め
た
ピ
ア
ノ
へ
の
再
挑
戦
。新

し
い
楽
器
に
も
挑
戦
し
た
い
。運
動

不
足
だ
か
ら
何
か
ス
ポ
ー
ツ
に
も

挑
戦
し
た
い
し
、英
会
話
も
や
り
た

い
…
と
、欲
張
り
す
ぎ
で
す
ね
。で

も
、や
り
た
い
こ
と
を
考
え
て
い
る

と
前
向
き
な
明
る
い
気
分
に
な
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
全
部
は
無
理
で

し
ょ
う
が
、で
き
る
範
囲
で
挑
戦
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。沢
山
の
楽

し
い
こ
と
が
訪
れ
る
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。 

K
O
B
O
︲
C
H
A
N

ご
ち
そ
う
さ
ん
散
歩
‼

筑
北
村
に
移
住
さ
れ
、
食
堂

を
始
め
た
方
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

営
業
日
…
木
・
金
・
土

時　

間
…
午
後
3
時
〜
午
後
8
時

℡
0
9
0
―

2
5
8
8
―

1
1
3
8

坂北地域中村常会より撮影した花火
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四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓

再
始
動
に
向
け
頑
張
り
ま
す
!

【
こ
れ
ま
で
の
こ
だ
ま
太
鼓
】

私
達
「
四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓
」
は

平
成
3
年
に
発
足
し
て
以
来
、
地
域

振
興
の
為
に
、
村
内
の
様
々
な
催
し

物
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
発
足
当
初
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
一
角
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
ほ
ど
、
活
発
な
活
動
が
で
き
て
い

ま
し
た
が
、
少
子
化
の
影
響
な
ど
で

メ
ン
バ
ー
の
減
少
も
あ
り
、
一
時
は

会
の
存
続
も
難
し
い
と
思
わ
れ
る
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の

な
か
、
平
成
19
年
に
入
り
、
長
年
多

数
の
太
鼓
連
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
本

田
夫
妻
の
加
入
を
皮
切
り
に
、
子
供

た
ち
の
人
数
も
増
え
、
ま
た
、
曲
目

も
増
え
て
呼
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し

物
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

活
動
拠
点
は
筑
北
村
で
す
が
、松
本
・

塩
尻
で
も
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
も
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
経
験
値
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
現
在
の
活
動
】

定
期
の
練
習
は
火
曜
日
・
日
曜
日

を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
村
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
火
曜
日
は
子
供
た

ち
を
中
心
と
し
た
練
習
で
、
時
間
も

午
後
5
時
か
ら
6
時
と
参
加
し
や
す

い
時
間
設
定
に
し
て
い
ま
す
。
日
曜

日
は
午
後
7
時
か
ら
9
時
の
2
時
間

行
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
大
人
中
心

で
、
し
っ
か
り
練
習
で
き
る
よ
う
に

設
定
し
て
励
ん
で
い
ま
す
。

【
12
月
19
日
公
演
に
つ
い
て
】

ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
昨
年
の
2
月
に
大
規

模
な
自
主
公
演
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
。し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
無
期

限
延
期
と
な
り
ま
し
た
。今
な
お
コ
ロ

ナ
の
影
響
は
大
き
い
で
す
が
、2
月
ま

で
練
習
時
間
を
増
や
し
て
頑
張
っ
て

き
た
子
供
た
ち
の
た
め
に
何
と
か
発

表
の
機
会
を
設
け
ら
れ
な
い
か
と
話

し
合
い
を
し
、今
回
は
お
客
様
の
人
数

を
縮
小
し
て
、近
し
い
身
内
の
み
を
招

き
、十
分
な
消
毒
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
公
演
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
は
こ
の
公

演
を
励
み
に
、
さ
ら
な
る
大
き
な
公

演
が
で
き
る
よ
う
、
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
山
岸
2
代
目
会
長
か
ら
の
一
言
】

四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓
が
誕
生
し
た

の
は
今
か
ら
30
年
前
の
平
成
3
年
で

す
。
太
鼓
は
村（
旧
坂
北
村
）よ
り
引

き
う
け
て
活
動
し
て
き
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
、
大
人
子
供

年
齢
問
わ
ず
皆
で
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
く
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
中
で
太
鼓
の
演
奏
依
頼
も

数
多
く
有
り
、
村
内
を
は
じ
め
村
外

へ
も
出
向
い
て
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
初
め
て
の
自
主
公
演
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
活

動
演
奏
が
発
表
で
き
る
こ
と
に
会
員

一
同
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓
が

絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

【
増
田
3
代
目
会
長
よ
り
】

昨
年
、
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
増

田
と
申
し
ま
す
。
山
岸
会
長
よ
り
受

け
継
ぎ
、
自
分
ら
し
く
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
だ
ま
太
鼓

は
3
つ
の
理
念
の
下
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
1
つ
は
「
楽
し
さ
」
を
追
求

す
る
こ
と
で
す
、
太
鼓
の
音
色
は
打

ち
手
の
テ
ン
シ
ョ
ン
で
も
変
わ
り
ま

す
。
そ
し
て
子
供
た
ち
が
伝
統
に
楽

し
く
触
れ
る
機
会
が
作
れ
る
よ
う
に

大
人
も
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
2
つ

に
「
師
弟
関
係
」
を
作
ら
な
い
こ
と

も
掲
げ
て
い
ま
す
、
教
え
る
側
教
わ

る
側
と
い
う
一
方
通
行
で
は
な
く
て
、

同
じ
仲
間
と
し
て
教
え
あ
う
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ベ

テ
ラ
ン
も
若
手
も
広
い
つ
な
が
り
が

も
て
る
環
境
が
で
き
て
い
ま
す
。
3

つ
に
「
地
域
を
大
切
」
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
村
内
の
盛
り
上
げ
役
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

村
外
で
の
活
動
時
は
「
筑
北
の
太
鼓

連
」
と
し
て
筑
北
村
の
ア
ピ
ー
ル
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
理
念
の
下
、
楽
し
く

活
動
を
継
続
し
、「
筑
北
村
の
こ
だ

ま
太
鼓
」
と
し
て
遠
く
の
地
域
ま
で

こ
だ
ま
す
る
様
、
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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【
太
鼓
仲
間
募
集
‼
】

四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓
で
は
、
一
緒

に
演
奏
を
楽
し
む
仲
間
を
い
つ
で

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
道
具
が
無
く

て
も
大
丈
夫
で
す
。
年
齢
・
経
験
・

性
別
何
も
問
い
ま
せ
ん
、
バ
チ
の
持

ち
方
か
ら
教
え
ま
す
、
ス
ト
レ
ス
発

散
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
（
？
）
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
興
味
の
あ
る
方
は

練
習
時
間
に
尋
ね
て
来
て
く
だ
さ
い
。

お
試
し
体
験
か
ら
ど
う
ぞ
‼

筑
北
村
油
絵
ク
ラ
ブ

あ
る
金
曜
日
、
本
城
公
民
館
に
取

材
に
伺
う
と
、
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ

い
と
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
イ
ー

ゼ
ル
の
上
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

が
生
き
た
作
品
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
本
田
先
生
の
指
導
を
受
け
る
と

と
も
に
、
皆
で
各
々
の
作
品
の
感
想

を
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
含
め
な
が
ら
述

べ
合
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

現
在
会
員
は
10
名
で
、
年
2
点
を

目
標
に
作
品
を
仕
上
げ
、
村
文
化
祭

に
出
展
す
る
ほ
か
、「
西
条
温
泉
と

く
ら
」
や
「
郵
便
局
」
な
ど
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

油
絵
ク
ラ
ブ
も
会
員
募
集
中
と

の
こ
と
で
す
、
絵
を
描
き
た
い
人
い

か
が
で
す
か
?

ま
た
、
発
足
以
来
10
年
を
超
え
、

昨
年
3
月
に
は
『
の
び
の
び
自
分
ら

し
く
学
び
合
い
描
く
』
を
テ
ー
マ
に

油
絵
ク
ラ
ブ
展
を
企
画
し
た
と
こ

ろ
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
の
た
め
延

期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
本
年
以

降
に
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ

の
際
は
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
す
。

今
年
は
丑
年
で
す
。辛
丑（
か
の
と・

う
し
）で
す
。
辛
は
字
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
身
体
的
な
痛
み
や
苦
痛
を

表
し
、黙
考
す
る
・
黙
想
す
る
と
い
う

意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
丑
の
字
は
、

作
業
の
準
備
段
階
を
表
す
た
め「
は

じ
め
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で

す
。
2
つ
の
文
字
が
組
み
合
わ
さ
れ

る
と
辛
い
こ
と
が
多
い
だ
け
、大
き
な

希
望
が
芽
生
え
る
年
と
い
う
意
味
だ

そ
う
で
す
。

丑
と
い
う
動
物
は
、
1
番
神
様
に

近
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
世
を

見
る
と
、き
ち
ん
と
し
た
秩
序
が
あ
り
、

人
間
の
叡
智
で
は
解
明
で
き
な
い
超

越
し
た
存
在
と
、現
世
を
生
み
出
し
た

動
機
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。そ
の

存
在
を
神
様
・
創
造
主
と
い
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
は
や
ぶ
さ
2
が
小
惑
星

リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら
採
取
し
た
黒
い
砂
の

解
明
も
さ
れ
、
宇
宙
の
起
源
や
神
様
・

創
造
主
の
存
在
が
科
学
に
よ
る
証
明

に
近
づ
い
た
ら
、す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

大
変
な
現
実
の
中
に
あ
っ
て
も
大

き
な
希
望
を
も
ち
、
未
来
を
背
負
う

若
い
人
や
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
未
来

の
1
歩
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

若
葉

館
報
編
集
後
記

何もかも忘れ、絵に没頭
するのは楽しいですよ
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新しい一年が始まりました。今年もよろしくお願いします。
一段と寒さが厳しくなる季節ですが、センターでは冬ならではの遊びや季節の

あそびを計画していますので、あそびにきてください。

子育て支援センターだより

※詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご覧ください

1 月から３月の行事予定
（10時から始まります）

1 月
日 に ち 内　　容

20日（水）どんぐりくらぶ
25日（月）英語であそぼう
29日（金）保育園ごっこ

2 月
日 に ち 内　　容
3日（水）豆まき会
9日（火）保育園ごっこ

17日（水）どんぐりくらぶ
25日（木）キッズビクス
26日（金）保育園ごっこ

3 月
日 に ち 内　　容
１日（月）英語であそぼう
５日（金）運動あそび

１０日（水）誕生会
１２日（金）保育園ごっこ
１７日（水） おわりの会

寒い季節は体が縮ま
ってしまいがちですね。
子育て支援センターで
はキッズビクスや運動
あそびでいっぱい体を
動かしてあそび、寒さ
も吹き飛んでいきます。

キッズビクスは軽快
な音楽に合わせて
体を動かします。

くもの巣みたい！
どこからくぐろう

はいはいでもいけるよ～

はしごを持って、よく見て
渡ろう！
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今年度のにこにこ土曜楽校は『地域の方と一緒にさまざまな体験活動を通して、筑北村の良いところを知ろう』
というテーマで活動が行われました。活動を通して仲間との関わりを深めながら、地域の良さに気付き筑北村の
方と触れ合う機会となりました。学校とはまた違った楽しさが味わえたようです。この体験や経験を自分の学び
にして一人ひとりが成長していってほしいと思います。

みんなで楽しかった思い出を振り返

りました。お疲れ様でした。

第1回　『笹笛・笹舟作り』

第2回　『クッキング』

第3回　『バドミントン』

第4回　『自然物を使ったリース作り』
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筑 北 村 図 書 館 だ よ り

筑北村図書館　問い合わせ　℡ :0263-66-1115

2020年の一年間で貸出された小説のランキングを出しました。芥川賞・直木賞・本屋大賞でノ
ミネートされた作品が多く、東野圭吾さんは不動の人気です。館内には、この他ランキング9位
まで貼りだしてあります。お気に入りの本が何位なのか確認してみてください

１位 流浪の月 凪良ゆう
２位 少年と犬 馳　星周
３位 熱    源 川越宗一
４位 ライオンのおやつ 小川　糸
４位 雲を紡ぐ 伊吹有喜
５位 クスノキの番人 東野圭吾

５位 ノースライト 横山秀夫
５位 妻が願った最期の「七日間」 宮本英司
５位 店長がバカすぎて 早見和真
５位 線は、僕を描く 砥上裕將
５位 希望の糸 東野圭吾

◇蔵書点検のお知らせ
図書館では蔵書点検を行いますので、下記の期間休館します。この間の本の返却は返却

ポストへ、紙芝居は返却ポストではなく、図書館が開館する3月3日（水）以降に窓口まで
お持ちください。期間中ご迷惑をお掛けしますがよろしくお願いします。

◇野菜づくりのコツと裏ワザ講座
出版社の農文協から講師を招いて、DVDを上映しながら農業に関するアイディアやヒ

ントを教えていただきます。農業に関わっている方はもちろん、これから始められる方も
大歓迎！ぜひ、ご参加下さい。

日時：令和3年3月14日（日）午後1時30分～ 3時頃
場所：2階多目的室
講師：農山魚村文化協会職員

☆先着20名。参加費は無料ですが、事前に申し込みが必要
になります。詳細は追ってお知らせします。
また、新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては講演
会を中止または延期する可能性があります。

小説☆貸出ランキング　2020

　図書館からのお知らせ

休館期間：令和３年２月23日（火）～３月2日（火）まで
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筑 北 村 図 書 館 だ よ り

司馬遷の「史記」の天官書によれば、正月の朝は、歳の始、月の始、
日の始、時の始であるから、その歳の吉凶を占うべき日であると
書いてある。占う方法は八方のどこから風が吹くかにより占う。
それによると、南風が吹くとひどい旱害がある。西南風が吹くと
すこしばかりの旱害がある。西風がくると兵乱が起こる。西北風
があると大豆がよく実り、北風が吹くと実りは中位である。東北
風は実りが上出来である。東風がくると大水があり、東南風がく
ると疫病がはやる…という。今年は良い風が吹きますように。

昨年10月に映画が公開、12月
に最終巻（23巻）も発売になり、
まだまだ勢いが止まらない「鬼滅
の刃」。筑北村図書館でも11月よ
り貸出を開始し、12月末によう
やく全巻が揃いました。予想通り
リクエストが多く、順番が来るま
でに時間がかかってしまいますが、
どうかご了承ください。小説版も
3巻出ています。こちらも読んで
みてください。

「フランダースの犬」の上映会を行いました。参加した方からは「小さな頃にテレビで観て
いて、大人になり自分の子どもにも見せたいと思って参加しました」「いろいろと考えさせら
れるお話だった……」など感想を聞かせてくれました。映画を見た後にはサンタクロースと
トナカイが現れ、ひとりずつプレゼントを渡してもらいました。

新年のごあいさつ	 山崎図書館長

クリスマス DVD 上映会	 12 月 19 日

「鬼滅の刃」旋風！

図書館では本が傷まないようにフィルムカバーをかけていま
すが、隠れてしまう裏表紙をコピーして見られるようにしまし
た。カラー表紙とは違い、コミカルな一面が見られますヨ。
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［印刷］川越印刷株式会社

※環境保全に対応し
た紙と、環境に優し
い植物性油インク
を使用しています。
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